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一一一 主な内 容 一一一

・平成 8 年度施政方針…………・・…………・……ー 2~6

・集中豪雨の対策/自主防災組織づくり・…・……・…・ .7

・ 4~5 月のイベント紹介ー…一-……・・…ー・…一 ..12~13

消防団員としての規律や操法技術を訓練し、

非常時に備えて資質の向上を図ろうと、第 6
回大村市消防団ポンプ操法大会が3月10日、

県消防学校グランドで行われました。

大会には、市内15の分団から19チーム約450

人が参加。競技は、ポンプ車操法と小型ポン

プ操法があり、正確性・迅速さ・服装など、

あらゆる角度から厳しい審査の中で行われま

した。参加した名分団の団員はどの顔も真剣

そのもので、そのキビキビした態度は「自分

たちのまちは自分たちで守る」といった奉仕

精神をつらぬく姿勢がうかがえました。

※成積は22ページに掲載しています。
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日

v
a
@勾
息
沼
町
ω事
例
判

魅
力
あ
ふ
れ
る

甲
斐
田
市
長
は
、

3
月
定
例
市
議
会
で
平
成

8
年

度
の
施
政
方
針
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
ら
ま
し

は
次
の
通
り
で
す
。

な
お
、
平
成

8
年
度
の
予
算
概
要
に
つ
い
て
は
、

6
月
号
の
「
財
政
事
情
説
明
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

( 

コ
ン
ポ
ス
ト
化
を
推
進
し
、
古
紙

な
ど
の
集
団
回
収
団
体
に
対
す
る

助
成
金
を
増
額
し
ま
す
。

公
園
の
整
備
お
よ
び
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
推
進
・
・
・
花
と
歴
史
の
城
社

整
備
事
業
と
し
て
、
噴
水
の
設
置

な
ど
大
村
公
園
の
圏
内
修
景
整
備

を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
潮
風
と
大
地
と
緑
の
ふ

れ
あ
い
事
業
と
し
て
、
森
園
公
園

に
親
水
河
川
、
園
路
、
広
場
な
ど

を
整
備
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
赤
佐
古
公
園
、
久
原

公
園
に
つ
い
て
も
、
遊
戯
施
設
な

ど
の
圏
内
修
景
整
備
を
行
い
ま
す
。

大
村
公
園
の
花
菖
蒲
に
つ
い
て

は
、
西
日
本
一
と
し
て
誇
れ
る
花

観

光

振

興

の

平成 8年 4月号

観
光
開
発
に
つ
い
て
も
、
本
市

の
特
色
を
生
か
し
た
も
の
を
目
指

し
、
水
環
境
整
備
事
業
と
し
て
、

野
岳
湖
周
辺
整
備
の
た
め
の
総
合

的
な
基
本
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
内
広
狩
調
節

池
周
辺
の
修
景
施
設
の
整
備
に
併

せ
、
琴
平
岳
周
辺
整
備
の
基
本
構

想
を
策
定
し
、
さ
ら
に
、
日
岳
山

整
備
の
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
家
族
連

れ
で
伸
び
伸
び
と
遊
べ
る
、
見
晴

ら
し
の
い
い
「
芝
生
広
場
」
の
適

地
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

高
良
谷
牧
場
に
つ
い
て
は
、
市

民
に
も
親
し
ま
れ
る
い
わ
ゆ
る

広報おおむら

活気とうるおいのある都市をめざす大村市

菖
蒲
園
に
す
る
た
め
、
維
持
管
理

に
努
め
ま
す
。

水
に
親
し
む
河
川
づ
く
り
と
し

て
、
大
上
戸
川
河
畔
の
散
歩
道
・

修
景
お
よ
び
休
養
施
設
の
整
備
を

行
い
、
南
川
内
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
里

の
圏
内
道
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
シ
ン
ボ
ル
ロ

l
ド
事
業

と
し
て
、
平
成
5
年
度
か
ら
事
業

着
手
し
て
い
ま
し
た
市
道
大
村
駅

前
線
の
環
境
整
備
工
事
も
平
成
8

年
度
に
は
完
成
し
ま
す
。

花
と
緑
の
街
並
み
整
備
事
業
と

し
て
、
八
幡
町
線
、
西
本
町
宮
ノ

本
線
な
ど
の
事
業
を
推
進
し
、
う

る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

「
ふ
れ
あ
い
牧
場
」
と
し
て

本
場

お
よ
び
道
路
を
整
備
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民
が
海
と
ふ
れ
あ

う
場
と
し
て
、
子
ど
も
や
家
族
連

れ
が
安
全
に
楽
し
め
る
「
海
釣
り

公
園
」
を
つ
く
る
た
め
、
関
係
団

体
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
計
画
を

進
め
ま
す
。

ま
た
、
全
国
さ
く
ら
名
所
百
選

の
地
に
ふ
さ
わ
し
い
大
村
市
と
す

る
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
「
さ

く
ら
」
を
植
樹
し
て
い
た
だ
く
よ

う
昨
年
に
ひ
き
つ
づ
き
苗
木
の
配

布
を
し
ま
す
。

豊
か
な
ま
ち
を
め
ざ
し
て

大
村
市
長

甲
斐
回
国
彦

わ
が
国
の
経
済
は
、
景
気
の
足

踏
み
状
態
が
続
い
て
い
る
も
の
の
、

経
済
対
策
の
実
施
な
ど
に
よ
る
公

共
投
資
の
増
加
と
と
も
に
、
個
人

消
費
や
民
間
設
備
投
資
に
ゆ
る
や

か
な
回
復
傾
向
が
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
平
成
8
年
度

の
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
税

は
若
干
の
伸
び
は
あ
る
も
の
の
、

快
適
な
環
境
づ
く
り
と

大
村
湾
浄
化
対
策
の
推
進

み
ど
り
豊
か
で
、
う
る
お
い
と

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
生
活
環
境
を
確

保
す
る
た
め
、
自
然
と
調
和
し
た

快
適
な
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。大

村
湾
の
浄
化
対
策
に
つ
い
て

は
、
公
共
下
水
道
お
よ
び
農
業
集

落
排
水
事
業
な
ど
を
整
備
し
、
大

村
湾
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
、

県
お
よ
び
湾
岸
市
町

一
体
と
な
っ

て
、
県
・
市
民
運
動
と
し
て
、
よ

り
一
層
推
進
し
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業
の
推
進
・・・本市

の
下
水
道
普
及
率
は
、
平
成
7
年

交
通
体
系
の
整
備

国
道
の
整
備
・・
・
国
道
弘
号
の
拡
幅

に
つ
い
て
は
、
建
設
省
に
お
い
て

平
成
3
年
度
か
ら
事
業
が
着
手
さ

れ
た
も
の
の
、

一
部
区
間
で
測
量

調
査
な
ど
が
行
わ
れ
た
の
み
で
進

捗
を
見
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

市
議
会
お
よ
び
商
工
団
体
な
ど
の

ご
協
力
を
頂
い
て
国
お
よ
び
県
の

関
係
先
に
対
し
、
事
業
の
推
進
に

つ
い
て
、
強
く
要
望
し
ま
し
た
結

果
、
平
成
8
年
度
か
ら
玖
島
交
差

点
改
良
工
事
が
着
手
さ
れ
る
見
込

と
な
り
ま
し
た
。

大
村
市
民
の
長
年
の
念
願
で
あ

り
、
市
と
し
て
も
最
重
要
課
題
と

し
て
取
り
組
み
、
今
後
も
国
お
よ

び
県
に
対
し
て
強
く
要
望
す
る
と

と
も
に
、
市
も
国
へ
の
協
力
体
制

を
充
実
し
、
早
期
完
成
に
向
け
て

努
め
ま
す
。

国
道
4
4
4
号
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
平
成
7
年
度
末
の
進
捗
率

が
打
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
見
込
で
、

3
月
末
で
侃
・

1
パ
ー
セ
ン
ト
に

達
し
、
県
下
で
も
高
水
準
で
推
移

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
8
年
度
は
約
卯

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
整
備
を
図
る
予

定
で
あ
り
、
普
及
率
も
平
成
9
年

3
月
末
で
約
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
達

す
る
見
込
み
で
す
。

ま
た
、
大
村
湾
南
部
流
域
公
共

下
水
道
事
業
の
三
浦
地
区
は
、
平

成
8
年
度
か
ら
工
事
着
手
し
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
の
推
進
・・・菅
一

瀬
下
地
区
を
平
成
8
年
4
月
か
ら

供
用
開
始
し
ま
す
。

こ
の
う
ち
最
も
大
き
な
事
業
と
な

る
ト
ン
ネ
ル
工
事
は
、
平
成
7
年

度
か
ら
着
手
し
、
平
成
9
年
度
の

完
成
を
目
指
し
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
の
整
備
・
・
・
久
原
梶

ノ
尾
線
の
三
城
工
区
・
久
原
工
区

は
、
平
成
5
年
度
か
ら
着
工
し
て

い
ま
す
が
、
当
線
は
国
道
弘
号
の

代
替
道
路
と
し
て
、
ま
た
、
災
害

対
策
の
上
か
ら
も
重
要
幹
線
道
路

と
し
て
、
早
急
に
整
備
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

国
庫
補
助
事
業
や
起
債
事
業
な

ど
、
各
種
の
事
業
を
取
り
入
れ
、

早
期
完
成
す
る
よ
う
国

・
県
に
強

く
要
望
す
る
と
と
も
に
、
未
着
手

区
間
で
あ
る
武
部
工
区
、
赤
佐
古

工
区
、
須
田
ノ
木
工
区
に
つ
い
て

も
早
期
に
着
手
で
き
る
よ
う
努
め

ま
す
。

久
原
線
は
、
平
成
6
年
度
か
ら

着
工
し
、
平
成
日
年
度
に
完
成
の

予
定
で
あ
り
、
富
の
原
坂
口
線
は
、

国
道
泊
号
ま
で
は
平
成
8
年
度
に

完
成
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
杭
出
津
松
原
線
に
つ
い

て
は
、
平
成
9
年
度
に
完
成
す
る

よ
う
努
め
ま
す
。

そ
の
他
市
道
な
ど
の
整
備
・・・まち

づ
く
り
特
別
対
策
事
業
や
臨
時
地

方
道
整
備
事
業
な
ど
を
取
り
入
れ
、

逐
次
整
備
を
進
め
ま
す
。

地
方
交
付
税
の
伸
び
は
期
待
で
き

ず
、
ま
た
、
ボ
l
ト
事
業
収
入
は

落
ち
込
む
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

市
民
の
要
望
に
応
え
、
豊
か
で
魅

力
あ
る
住
み
良
い
大
村
市
に
す
る

た
め
に
、
「
子
ど
も
に
夢
を
」
、

「
若
者
に
活
力
を
」
、
「
お
年
寄
り

に
安
心
を
」
を
念
頭
に
お
い
た
予

算
編
成
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
現
在
工
事
中
の
鈴
田
上

地
区
は
平
成
叩
年
度
、
鈴
田
下
地

区
は
平
成
日
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
供

用
開
始
の
予
定
で
す
。

な
お
、
福
重
地
区
に
つ
い
て
は
、

平
成
8
年
度
か
ら
新
規
事
業
と
し

て
、
準
備
を
進
め
ま
す
。

小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
推

進
な
ど
・
・
・
公
共
下
水
道
や
農
業
集

落
排
水
事
業
の
計
画
が
な
い
地
域

で
は
、
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
を
推
進
し
、
こ
の
維
持
管
理

費
に
対
し
て
も
、
市
独
自
の
一
部

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

ま
た
、
台
所
か
ら
の
汚
濁
分
の

削
減
対
策
も
引
き
続
き
推
進
し
、

水
環
境
の
保
全
を
進
め
ま
す
。

空
港
の
整
備
:
・
長
崎
空
港
は
、
開

港
以
来
着
実
な
歩
み
を
続
け
て
い

て
、
年
間
の
乗
降
客
も
3
0
0
万

人
を
超
え
、
国
際
・
国
内
航
空
の

流
通
拠
点
と
し
て
、
今
後
ま
す
ま

す
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

空
港
を
生
か
し
て
、
輸
入
促
進

地
域

(
F
A
Z
)
の
指
定
を
活
用

し
、
長
崎
エ
ア
フ
ロ
ン
ト
計
画
実

現
へ
向
け
て
努
力
し
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
国
際
空
港
に
必
要
な

体
制
を
整
備
し
、

M
時
間
運
用
を

目
指
し
つ
つ
、
国
内
線
お
よ
び
国

際
線
の
増
便
な
ど
に
つ
い
て
、
県

お
よ
び
長
崎
国
際
空
港
整
備
促
進

期
成
会
な
ど
と
と
も
に
積
極
的
に

環
境
保
全
対
策
・・・平成
7
年
4
月

か
ら
施
行
し
た
「
大
村
市
環
境
美

化
条
例
」
に
基
づ
い
て
、
空
き
缶

な
ど
の
散
乱
防
止
と
緑
化
の
推
進

を
図
り
、
環
境
美
化
・
保
全
に
努

め
ま
す
。

ま
た
、
平
成
8
年
度
か
ら
新
た

に
、
専
任
の
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー

ル
員
を
配
置
し
、
廃
棄
物
の
不
法

投
棄
を
一
掃
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
騒
音
・
悪
臭
な
ど
の

環
境
監
視
お
よ
び
調
査
を
実
施
し
、

生
活
環
境
悪
化
の
要
因
を
改
善
す

る
よ
う
努
め
ま
す
。

清
掃
行
政
の
推
進
:
・
ご
み
質
の
多

様
化
お
よ
び
ご
み
量
の
増
加
に
対

応
す
る
た
め
、
収
集
ご
み
の
全
量

焼
却
を
目
指
し
、
ご
み
処
理
施
設

を
平
成
9
年
度
供
用
開
始
に
む
け

て
建
設
中
で
す
。

2 

可
燃
ご
み
の
減
量
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
、
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
に
む
け
て
資
源
化
物
の
分
別
排

出
の
徹
底
、
再
資
源
化
な
ど
の
啓

蒙
を
図
る
と
と
も
に
、
生
ご
み
の

促
進
し
ま
す
。

長
崎
新
幹
線
・

J
R大
村
線
の
整

備
・
・
・
九
州
新
幹
線
長
崎
ル
l
ト
に

つ
い
て
は
、
ル
ー
ト
公
表
に
向
け

て
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

建
設
財
源
の
地
元
負
担
の
問
題

も
残

っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も

長
崎
新
幹
線
建
設
期
成
会
と
要
望

活
動
を
行
い
、
新
駅
周
辺
の
構
想

も
、
県
と
と
も
に
調
査
を
す
る
よ

う
検
討
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、

J
R
大
村
線
の
整
備

拡
充
、
大
村
・
長
崎
間
の
増
便
な

ど
に
つ
い
て
も
要
望
・
陳
情
を
行

う
な
ど
努
力
し
ま
す
。

水
資
源
の
開
発
と
安
定
供
給

一
昨
年
の
大
渇
水
の
経
験
と
、

将
来
の
人
口
増
加
も
考
慮
し
た
、

上
水
・
農
業
用
水
な
ど
を
安
定
的

に
確
保
で
き
る
よ
う
、
長
期
的
な

観
点
に
た
っ
て
、
計
画
的
に
水
資

源
開
発
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

本
市
は
、
飲
料
水
の
初
パ
ー
セ

ン
ト
以
上
を
、
工
業
用
水
お
よ
び

農
業
用
水
に
つ
い
て
も

一
部
を
地

下
水
に
頼
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の

有
効
利
用
と
保
全
を
図
る
た
め
、

ミ
ニ
ダ
ム
の
開
発
や
、
た
め
池
お

よ
び
井
堰
の
改
良
な
ど
に
よ
り
、

水
資
源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

萱
瀬
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
平
成

6
年
度
か
ら
嵩
上
げ
本
体
工
事
が

着
工
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
、

早
期
完
成
を
め
ざ
し
、
努
力
し
ま

す。
な
お
、
水
道
事
業
の
経
営
の
健

全
化
と
安
定
給
水
の
た
め
、
老
朽

管
の
布
設
替
、
配
水
管
布
設
工
事

を
実
施
し
、
漏
水
防
止
対
策
に
よ
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っ
て
、
有
収
率
の
向
上
に
努
め
ま

す。
飲
料
水
を
安
定
供
給
す
る
た
め

に
、
東
部
大
村
地
区
(
萱
瀬
地
区
)

を
簡
易
水
道
事
業
と
し
て
平
成
5

年
か
ら
着
工
し
て
い
ま
す
が
、
早

期
完
成
に
向
け
努
力
し
ま
す
。

南
川
内
地
区
に
つ
い
て
は
、
平

成
7
年
度
に
飲
料
水
供
給
施
設
事

業
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

農
林
水
産
業
の
振
興

農
業
の
振
興
・・・平成
7
年
日
月
に

新
食
糧
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
新
生
産
調
整
を
進
め
、
米

生
産
の
低
コ
ス
ト
化
の
た
め
の
営

農
組
織
の
整
備
な
ど
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
各
種
補
助
事
業
に
取
り

組
み
、
認
定
農
業
者
制
度
の
推
進
、

認
定
農
業
者
へ
の
支
援
を
行
い
農

業
担
い
手
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
農
業
は
、
消
費
者

の
理
解
を
得
な
が
ら
振
興
を
図
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

消
費
者
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と

し
て
、
モ
デ
ル
的
に
市
民
農
園
を

設
け
る
ほ
か
、
農
業
広
場
の
計
画

を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
特
産
農
産
物
の
振

興
を
図
る
た
め
、
品
質
向
上
施
設

障
害
者
自
身
の
知
る
権
利
の
保
障
、

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
を

目
的
と
し
た
公
文
書
点
字
化
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

健
康
増
進
と
病
気
予
防
・
・
・
高
齢
者

の
保
健
対
策
と
し
て
、
病
気
の
予

防
と
早
期
発
見
の
た
め
、
成
人
病

ゃ
が
ん
な
ど
の
各
種
検
診
を
強
化

し
、
各
世
代
ご
と
に
妊
婦
、
乳
幼

児
、
歯
科
、
食
生
活
な
ど
の
教
育

や
相
談
な
ど
の
健
康
増
進
指
導
を

行
い
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

平成 8年 4月号

ま
た
、
平
成
8
年
度
か
ら
新
し

く
骨
粗
軽
症
お
よ
び
歯
周
疾
患
検

診
を
実
施
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民
総
参
加
の
「
健

康
・
福
祉
ま
つ
り
」
を
引
き
続
き

開
催
し
、
市
民
の
健
康
管
理
に
関

す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
、
自
覚

や
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

将
来
、
「
市
民
保
健
セ
ン
タ
ー

(
仮
称
)
」
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、

旧
大
村
郵
便
局
を
買
収
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
・
・
・
加
入
者
の

急
速
な
高
齢
化
、
医
学
、
医
療
技

広報おおむら

な
ど
を
整
備
し
、
販
路
拡
大
策
を

講
じ
ま
す
。

ほ
場
整
備
に
つ
い
て
は
、
順
次

整
備
を
推
進
し
、
農
地
の
耕
作
放

棄
防
止
を
図
り
、
美
し
い
農
村
景

観
を
守
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

畜
産
業
に
つ
い
て
は
、
畜
産
高

度
技
術
の
導
入
に
よ
り
、
附
加
価

値
の
高
い
畜
産
物
を
生
産
し
、
畜

産
農
家
の
所
得
向
上
に
努
め
ま
す
。

農
、
林
道
の
整
備
:
・
団
体
営
農
道

と
し
て
北
木
場
地
区
、
ふ
る
さ
と

農
道
と
し
て
惣
原
地
区
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
新
た
に
帯
取
地
区
、

重
井
田
地
区
に
着
手
し
、
ふ
る
さ

と
林
道
と
し
て
、
平
成
7
年
度
か

ら
着
工
し
て
い
る
上
園
線
の
整
備

を
促
進
し
ま
す
。

林
業
事
業
の
振
興
・・・
高
性
能
林
業

機
械
に
よ
り
集
団
共
同
間
伐
な
ど
、

低
コ
ス
ト
に
よ
る
林
業
所
得
の
向

上
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
就
業

者
の
減
少
、
高
齢
化
対
策
と
し
て
、

林
業
担
い
手
の
育
成
と
確
保
に
努

め
、
森
林
組
合
と
連
携
し
て
対
策

を
強
化
し
、
水
源
酒
養
、
自
然
保

護
の
観
点
か
ら
永
久
保
安
林
の
検

討
を
進
め
ま
す
。

術
の
進
歩
、
疾
病
構
造
の
変
化
な

ど
に
よ
っ
て
、
医
療
費
は
増
嵩
の

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
運

営
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
、
医
療

費
適
正
化
事
業
の
推
進
、
低
所
得

者
階
層
に
対
す
る
保
険
税
の
軽
減

措
置
を
続
け
ま
す
。

国
に
お
い
て
、
老
人
保
健
医
療

費
拠
出
金
の
上
限
の
見
直
し
な
ど

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら

に
、
国
庫
負
担
金
の
増
額
要
請
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

市
立
病
院
事
業
・
・
・
地
域
医
療
の
中

核
的
役
割
を
担
う
病
院
と
し
て
、

市
民
に
信
頼
さ
れ
、
利
用
し
や
す

い
病
院
づ
く
り
を
目
指
し
、
救
急

医
療
を
始
め
各
診
療
体
制
の
充
実

を
図
り
、
医
療
水
準
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

県
下
初
の
心
臓
血
管
病
セ
ン
タ

ー
は
、
平
成
7
年
6
月
に
開
設
以

来
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

昨
今
の
医
療
費
抑
制
策
ほ
か
も

ろ
も
ろ
の
要
因
に
よ
り
、
公
立
病

院
経
営
は
全
国
的
に
厳
し
く
平
成

7
年
度
も
大
幅
な
赤
字
決
算
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
大
村
市
立
病
院
再
建
対

策
検
討
委
員
会
を
つ
く
り
、
こ
の

ほ
ど
成
案
を
得
ま
し
た
の
で
、
累

積
赤
字
解
消
の
た
め
に
、
平
成
8

年
度
か
ら
5
か
年
計
画
で
抜
本
的

な
経
営
再
建
に
取
り
組
み
、
健
全

財
政
を
目
指
し
努
力
し
ま
す
。

水
産
業
の
振
興
・
・
・
定
着
性
の
高
い

ナ
マ
コ
、
エ
ピ
、
ウ
ニ
な
ど
の
種

苗
放
流
や
中
間
育
成
を
行
い
、
栽

培
漁
業
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
よ
り
豊
か
な
漁
場
作
り

の
た
め
、
築
い
そ
(
投
石
)
事
業

を
実
施
し
、
さ
ら
に
、
漁
場
回
復

の
た
め
に
海
底
堆
積
物
の
状
況
調

商
工
業
の
振
興

低
利
融
資
制
度
な
ど
の
活
用
に

よ
り
中
小
企
業
の
経
営
安
定
を
図

り
、
ま
た
、
商
庖
街
な
ど
が
行
う

環
境
整
備
や
販
売
促
進
を
積
極
的

に
支
援
し
、
近
代
化
・
活
性
化
に

努
め
ま
す
。

な
お
、
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

の
ご
協
力
、
技
術
支
援
を
得
て
、

地
場
産
業
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

中
心
市
街
地
の
再
開
発
に
つ
い

て
は
、
郊
外
型
庖
舗
の
出
庖
や
車

社
会
の
進
展
な
ど
に
よ
り
、
商
庖

街
の
衰
退
が
危
慎
さ
れ
て
い
ま
す

査
を
実
施
し
ま
す
。

松
原
漁
港
に
つ
い
て
は
、
防
波

堤
な
ど
を
引
き
続
き
整
備
し
、
早

期
完
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

東
浦
漁
港
に
つ
い
て
は
、
防
波

堤
や
道
路
な
ど
を
整
備
し
、
造
成

し
た
埋
立
地
に
は
緑
地
公
園
を
設

置
し
、
環
境
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

の
で
、
中
心
市
街
地
を
市
民
共
有

の
生
活
と
交
流
の
拠
点
と
し
、
う

る
お
い
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
街
づ
く

り
を
目
指
し
て
、
地
元
商
庖
街
な

ど
と
官
民

一
体
と
な
り
再
開
発
を

推
進
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
大
村
産
品
の
顔
守
つ
く

り
の
た
め
、
新
商
品
開
発
の
促
進

と
育
成
を
図
り
、
大
村
の
活
性
化

に
貢
献
す
る
新
作
展
に
対
し
て
支

援
し
ま
す
。

オ
フ
ィ
ス
・
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

事
業
の
推
進
と
企
業
の
誘
致

「
オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
大
村
」
の

建
設
に
つ
い
て
は
、
ほ
ほ
整
地
工

事
が
完
了
し
、
法
面
保
護
緑
化
工

事
な
ど
順
次
進
め
て
い
ま
す
口
上

下
水
道
お
よ
び
電
気
・
光
フ
ァ
イ

バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
の
埋
設
工
事

に
も
着
手
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

広
狩
防
災
調
節
池
建
設
工
事
や
市

教
育
・
文
化
・

教
育
行
政
に
つ
い
て
は
、
ふ
る

さ
と
を
愛
し
、
明
日
の
大
村
を
担

う
活
力
あ
る
人
材
の
育
成
と
、
人

間
性
豊
か
な
生
き
生
き
と
し
た
地

域
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
生

涯
学
習
の
推
進
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
努
め
ま
す
。

学
校
教
育
:
心
を
は
ぐ
く
む
教
育

の
観
点
か
ら
、
道
徳
教
育
や
生
徒

指
導
の
充
実
お
よ
び
体
験
学
習
を

通
し
て
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
や

人
間
関
係
を
豊
か
に
す
る
教
育
を

推
進
し
、
教
育
環
境
の
充
実
に
も

努
め
ま
す
。

学
校
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

老
朽
化
し
た
学
校
の
大
規
模
改
造

工
事
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
、
外
壁

改
修
工
事
を
行
い
、
保
健
室
な
ど

の
空
調
機
設
置
、
小
学
校
の
放
送

設
備
な
ど
の
整
備
も
年
次
計
画
で

実
施
し
ま
す
。

社
会
教
育
・
・
・
市
民
の
さ
ま
ざ
ま
な

学
習
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
に

応
え
る
た
め
、
公
民
館
に
お
け
る

各
種
講
座
の
充
実
を
図
り
、
ま
た

図
室
長
、
史
料
館
の
整
備
充
実
に

努
め
ま
す
。

「
大
村
市
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

(
仮
称
)
」
の
建
設
に
伴
い
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
が
解
体
さ

れ
ま
す
の
で
、
新
築
開
館
さ
れ
る

ま
で
の
問
、
旧
大
村
郵
便
局
を
代

替
施
設
と
し
て
準
備
し
ま
す
。
さ

道
雄
ケ
原
線
の
道
路
改
良
工
事
な

ど
も
進
め
て
い
ま
す
。

中
核
支
援
施
設
「
側
大
村
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
は
、

平
成
8
年
度
中
に
用
地
取
得
、
基

本
設
計
な
ど
を
行
い
ま
す
。

オ
フ
ィ
ス
・
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
事

業
は
、
「
オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
大
村
」

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

ら
に
、
町
内
公
民
館
建
設
費
、
設

備
費
な
ど
の
助
成
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
増
額
し
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て

は
、
少
年
相
談
員
を
増
員
し
、
家

庭
・
学
校
・
地
域
社
会
と
一
体
と

な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
が
十

分
発
揮
さ
れ
る
よ
う
推
進
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
、
自
然
の
中
で

伸
び
伸
び
と
遊
び
、
体
験
学
習
が

で
き
る
「
少
年
野
性
の
森
(
仮
称
)
」

の
建
設
を
進
め
る
た
め
、
可
能
性

調
査
を
含
め
、
平
成
8
年
度
に
基

本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

市
民
が
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
生

活
を
築
く
上
で
、
文
化
の
果
た
す

役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
し

て
き
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

質
の
高
い
芸
術
文
化
に
広
く
親
し

む
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
文
化
財
の
保
護
顕
彰
に

努
め
る
と
と
も
に
、
文
化
団
体
の

育
成
強
化
を
図
り
、
地
域
文
化
の

発
展
向
上
に
努
力
し
ま
す
。

「大
村
市
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

(
仮
称
)
」
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

現
在
実
施
設
計
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
平
成
8
年
7
月
を
目
途
に
着

工
し
、
平
成
叩
年
3
月
の
完
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
駐
車
場
用
地
と
し
て
、

建
設
地
の
北
側
を
確
保
す
る
よ
う

進
め
て
い
ま
す
。

に
オ
フ
ィ
ス
・
研
究
所
な
ど
の
企

業
誘
致
を
行
う
こ
と
で
す
が
、

「
頭
脳
立
地
法
」
な
ど
の
制
度
を

活
用
し
、
優
良
な
企
業
を
誘
致
す

る
た
め
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
た

広
告
・
官
一伝
を
行
い
、
県
お
よ
び

地
域
整
備
公
団
と
一
体
と
な
り
企

業
誘
致
に
努
め
ま
す
。

一
方
、
大
村
ハ
イ
テ
ク
パ
l
ク

に
つ
い
て
は
、
ナ
ガ
サ
キ
テ
ク
ノ

ポ
リ
ス
財
団
の
共
同
研
究
で
、
県

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得

て
、
オ
ゾ
ン
脱
臭
装
置
の
開
発
を

進
め
て
き
た
側
オ
l
ゼ
ッ
ト
の
立

地
が
決
定
し
、
ま
た
、
財
長
崎
建
設

-4-

技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事

も
着
手
さ
れ
る
予
定
で
す
。

今
後
と
も
各
種
団
体
な
ど
の
ご

支
援
も
い
た
だ
き
な
が
ら
企
業
誘

致
に
全
力
を
傾
け
る
所
存
で
す
。

福
祉
・
保
健
の
充
実

市
民
す
べ
て
が
生
き
が
い
を
持

っ
て
、
安
心
し
て
健
康
で
豊
か
に

暮
ら
せ
る
た
め
、
積
極
的
に
き
め

細
か
な
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

高
齢
化
対
策
・
・
・
急
速
な
高
齢
化
の

進
行
に
対
応
す
る
た
め
、
老
人
福

祉
計
画
に
基
づ
き
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
!
の
増
員
や
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
を
増
設
し
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
を
2
か
所
開
設
す
る
な
ど

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

ま
た
、
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事

業
を
新
た
に
開
始
し
、
寝
た
き
り

の
お
年
寄
り
な
ど
の
利
用
を
推
進

し
ま
す
。

少
子
化
恕
京
:
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
・
・
・
市
民
が
心
豊

か
で
健
康
的
な
生
活
を
営
む
中
で
、

健
康
づ
く
り
、
体
力
づ
く
り
、
競

技
ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
力
向
上
な
ど

に
対
す
る
関
心
は
高
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

各
種
競
技
団
体
や
体
育
指
導
委

員
と
の
連
携
を
図
り
、
指
導
体
制

を
確
立
し
、
競
技
力
の
向
上
や
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
活
性
化
に

努
め
ま
す
。

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
屋
内
プ
l
ル、

児
童
体
育
館
、
市
営
野
球
場
な
ど

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

生
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
対

策
と
し
て
、
第
二
子
の
保
育
料
を

さ
ら
に
軽
減
し
、

子
ど
も
の
遊
び

場
確
保
、
ホ
リ
デ
イ
保
育
の
実
施、

乳
幼
児
医
療
の
3
歳
児
の
無
料
化

の
拡
大
お
よ
ぴ
学
童
保
育
所
に
対

す
る
運
営
費
補
助
の
増
額
を
行
う

な
ど
、

子
ど
も
を
育
て
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

身
体
障
害
者
対
策
・
:
思
い
や
り
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
と
し
て
、

市
役
所
本
庁
舎
内
に
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
、
ス
ロ
ー
プ
お
よ
び
身
体
障
害

者
用
ト
イ
レ
改
修
な
ら
び
に
市
道

乾
馬
場
空
港
線
に
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

の
布
設
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
8
年
度
か
ら
視
覚

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
待
ち
望
ん

で
い
た
市
民
プ
l
ル
は
、
平
成
8

年
3
月
に
完
成
し
ま
す
。

ま
た
、
「
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
村

(
仮
称
)
」
の
建
設
に
つ
い
て
、
県

へ
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
要

望
達
成
に
向
け
て
さ
ら
に
努
力
し

ま
す
。

国
際
交
流
の
推
進
・
・
・
世
界
の
人
々

と
の
交
流
を
推
進
し
、
国
際
感
笠
寛

を
高
め
、
諸
外
国
と
の
相
互
信
頼

関
係
を
深
め
る
こ
と
は
大
切
な
こ

と
で
す
。

平
成
8
年
度
も
岡
大
村
国
際
交

流
協
会
が
中
心
と
な
り
、
中
国
上

海
市
関
行
区
へ
少
年
使
節
団
を
派

遣
し
、
交
流
を
行
い
ま
す
。

上
海
市
関
行
区
と
は
、
平
成
7

年
友
好
都
市
提
携
更
新
を
行
い
、

大
村
市
民
と
関
行
区
人
民
の
交
流

は
、
青
少
年
交
流
、
農
業
交
流
、

経
済
交
流
な
ど
と
、
多
岐
に
渡
り

継
続
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
と

も
友
好
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

消
防
防
災
対
策
・
・
・
消
防
施
設
お
よ

び
消
防
器
材
の
増
設
、
更
新
を
計

画
的
に
推
進
し
、
平
成
8
年
度
は

地
震
対
策
を
加
え
た
「
大
村
市
地

域
防
災
計
画
」
の
見
直
し
を
行
い
、

本
市
と
し
て
初
め
て
大
村
市
総
合

防
災
訓
練
を
、
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
市
庁
舎
に
「
非
常
電
源

装
置
」
を
設
置
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
内
全
域
を
網
羅
す

る
「
防
災
行
政
無
線
」
を
整
備
し
、

大
規
模
災
害
に
対
応
し
、
市
民
の

生
命
財
産
の
保
護
に
努
め
ま
す
。

交
通
安
全
・
防
犯
対
策
:
・
全
国
の

交
通
死
亡
事
故
が
、

8
年
連
続
し

て
1
万
人
を
超
え
、
本
市
に
お
い

て
も
平
成
7
年
の
事
故
発
生
件
数
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は
3
4
8件
で
、
平
成
6
年
を
上

回
る
と
い
う
残
念
な
状
況
で
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
安
全
を
肌

で
感
じ
、
お
年
寄
り
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
た
め
、
平
成
7
年
日
月

に
大
村
市
高
齢
者
安
全
対
策
連
絡

協
議
会
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
で
す
口

ま
た
、
平
成
8
年
度
は
、
高
齢

者
の
交
通
安
全
対
策
の
た
め
、
参

加
実
践
型
高
齢
者
交
通
安
全
推
進

事
業
を
実
施
す
る

一
方
、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
l
の
設
置
、
防
犯
灯
の
取
替

工
事
を
実
施
し
ま
す
。

今
後
と
も
、
関
係
団
体
と
連
絡

を
密
に
し
て
、
安
全
で
明
る
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

そ

の

他

総
合
計
画
の
策
定
・
・
・
近
年
の
社
会

情
勢
の
急
速
な
変
化
に
対
応
し
、

本
市
の
秩
序
あ
る
発
展
を
図
る
た

め
、
総
合
計
画
の
新
基
本
構
想
を

策
定
中
で
す
。

新
基
本
構
想
は
、
幻
世
紀
へ
向

け
て
、
市
民
の
意
向
を
生
か
し
た

構
想
と
し
、
将
来
の
展
望
お
よ
び

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
市
政
の

重
要
施
策
に
つ
い
て
、

5
か
年
間

の
基
本
計
画
と
併
せ
平
成
8
年
度

の
早
い
時
期
に
発
表
し
ま
す
。

住
宅
対
策
・
・
・
住
環
境
整
備
と
し
て
、

老
朽
化
し
た
市
営
住
宅
の
建
替
を

進
め
て
ま
す
が
、
平
成
8
年
度
は
、

木
場
団
地
に
身
障
者
用
2
戸
、
高

齢
者
用
6
戸
を
含
め
お
戸
を
建
設

し
ま
す
。

ま
た
、
民
間
建
設
型
の
特
定
優

良
賃
貸
住
宅
に
助
成
を
行
い
、
中

堅
所
得
者
の
公
的
賃
貸
住
宅
と
し

て
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
・・・長

引
く
景
気
低
迷
の
影
響
も
あ
り
、

売
上
げ
額
、
入
場
者
と
も
減
少
し
、

大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

平
成
8
年
度
は
、
新
規
フ

ァ
ン

の
拡
大
お
よ
び
発
売
の
広
域
化
、

多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
、

専
用

場
外
発
売
場
の
設
置
の
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

開
設
叫
周
年
記
念
競
走
、
モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
大
賞
競
走
を
開
催
し
、

電
話
投
票
に
よ
る
全
国
発
売
お
よ

び
7
大
特
別
競
走
と
九
州
地
区
選

手
権
競
走
の
場
開
場
外
発
売
を
実

施
し
、
発
売
日
数
を
拡
大
す
る
な

ど
、
フ
ァ
ン
・
ニ
l
ズ
に
沿
っ
た

広
域
発
売
を
推
進
し
ま
す
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
:
・
行
政
の
組
織
・

運
営
全
般
に
わ
た
る
総
点
検
を
行

い
、
効
果
的
な
行
政
運
営
に
努
め

ま
す
。

市
民
と
最
も
密
接
な
窓
口
業
務

に
つ
い
て
は
、
電
算
化
す
る
こ
と

で
迅
速
化
、
正
確
化
を
図
り
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

福
祉
関
係
の
事
務
に
つ
い
て
は
、

福
祉
総
合
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
電

算
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

一

連
の
業
務
と
し
て
、
保
健
サ
ー
ビ

ス
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
向
け

て
検
討
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
住
民
基
本
台
帳
に
つ
い

て
は
、
電
算
処
理
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
戸
籍
関
連
業
務
の
電
算
化

を
検
討
し
、
業
務
の
連
携
化
に
つ

い
て
調
査
研
究
し
ま
す
。

な
お
、
本
市
の
基
本
法
規
で
あ

る
条
例
・
規
則
な
ど
に
つ
い
て
電

算
化
を
進
め
、
新
し
い
時
代
に
対

応
で
き
る
よ
う
O
A
化
を
推
進
し

ま
す
。

ま
た
、
市
税
な
ど
公
金
の
納
入

に
つ
い
て
、
平
成
8
年
4
月
か
ら

新
た
に
郵
便
局
の
口
座
振
替
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

平
和
都
市
宣
言
・
:
戦
後
日
周
年
を

記
念
し
、
平
成
7
年
8
月
日
日
に

非
核
・
平
和
都
豆
一
E
言
を
行
い
、

啓
蒙
塔
を
設
置
し
ま
し
た
が
、
世

界
の
恒
久
平
和
を
守
り
、
美
し
く
、

豊
か
な
地
球
を
子
孫
に
引
き
継
ぐ

願
い
を
込
め
、
森
園
公
園
に
モ
ニ

ユ
メ
ン
ト
を
建
立
し
ま
す
。

ま
た
、
宣
言
文
を
各
町
内
公
民

館
な
ど
に
配
布
し
、
掲
示
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

以
上
、
施
策
の
大
要
に
つ
い
て

申
し
述
べ
ま
し
た
が
、
私
は
、
「
子

ど
も
に
夢
を
」
、
「
若
者
に
活
力
を
」
、

「
お
年
寄
り
に
安
心
を
」
を
念
頭
に

お
い
て
、
豊
か
で
魅
力
あ
る
住
み

よ
い
大
村
市
の
実
現
に
向
け
て
、

全
力
を
尽
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

市
民
の
皆
様
方
の
格
段
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

2
、
5
0
0年
前
の
ド
ン
グ
リ
貯
蔵
穴
発
見
f

注
目
を
集
め
る

市
内
黒
丸
町
の
水
田
下
か
ら
、

縄
文
時
代
晩
期
(
約

2
、
5
0
0

年
前
)
の
ド
ン
グ
リ
貯
蔵
穴
が
位

基
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

一
か
所
か

ら
、
こ
の
よ
う
に
多
く
の
貯
蔵
穴

が
発
見
さ
れ
た
の
は
全
国
で
も
珍

し
く
、
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
都
市
計
画
道
路

杭
出
津
・
松
原
線
改
良
工
事
に
先

立
ち
、
県
文
化
課
が
、
昨
年
日
月

か
ら
行
っ
て
い
た
も
の
で
、
現
在

ま
で
に
縄
文
晩
期
の
土
器
・
石
器
・

木
製
容
器
な
ど
の
遺
物
が

1
5
、

0
0
0
点
出
土
し
て
い
ま
す
。

ド
ン
グ
リ
貯
蔵
穴
は
、
直
径
が

1
灯
前
後
、
深
さ
0
・
7
1
1
M

で
、
中
に
は
シ
イ
、
イ
チ
イ
ガ
シ
、

ド
ン
グ
リ
の
実
が
詰
ま
り
、
上
部

を
木
枠
で
囲
み
、
枝
で
蓋
を
し
て

い
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
水
の
流

れ
の
下
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

ド
ン
グ
リ
貯
蔵
穴

6 -

黒

丸

遺

跡

れ
は
、
木
の
実
の
ア

ク
を
抜
く
た
め
で
、

食
べ
る
と
き
に
は
皮

を
剥
き
、
す
り
つ
ぶ

し
て
調
理
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
保
存
食
と

し
て
貴
重
な
食
料
で

し
た
。

注
目
さ
れ
る
初
期
農
耕

黒
丸
遺
跡
は
昭
和
日
年
、
都
市

下
水
路
の
工
事
中
に
偶
然
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
調
査
で
、

縄
文
晩
期
の
土
器
と
共
に
、
土
掘

具
と
考
え
ら
れ
て
い
る
石
器
が
多

量
に
発
見
さ
れ
、
ま
た
墓
地
が
見

つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
す
で
に
村

が
で
き
、
初
期
農
耕
が
行
わ
れ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
が

あ
り
ま
し
た
。

ド
ン
グ
リ
貯
蔵
穴
は
、
縄
文
時

代
の
も

っ
と
古
い
時
期
か
ら
全
国

各
地
に
あ
り
、
縄
文
人
の
貴
重
な

食
料
源
で
あ

っ
た
こ
と
が
分
か

っ

て
い
ま
す
が
、
海
岸
近
く
の
低
湿

地
で
、
多
量
の
貯
蔵
穴
が
見
つ
か

っ
た
の
は
珍
し
い
こ
と
で
す
。

昨
年
2
月
に
は
、
沖
田
町
の
水

田
の
下
か
ら
、
同
じ
く
縄
文
晩
期

の
舟
状
木
製
品
が
出
土
し
、
国
内

で
も
最
も
古
い
田
舟
で
は
な
い
か

と
期
待
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

ドングリ貯蔵穴群

今
回
の
発
見
で
推
測
さ
れ
る
の

は
、
農
耕
が
始
ま
る
前
か
ら
、
黒

丸
の
海
岸
近
く
で
は
漁
労
を
中
心

と
し
た
集
落
が
あ
り
、
植
物
性
タ

ン
パ
ク
源
と
し
て
木
の
実
を
食
べ
、

食
料
を
補
っ
て
い
た
口
や
が
て
、

大
陸
か
ら
稲
作
が
伝
わ
り
、
黒
丸
・

沖
田

一
帯
の
稲
作
に
適
し
た
低
湿

地
帯
で
は
、
い
ち
は
や
く
農
耕
が

始
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
点
で
す
。

黒
丸
遺
跡
は
、
大
陸
か
ら
伝
わ

っ
た
稲
作
が
、
い
つ
か
ら
始
ま
っ

た
の
か
を
解
く
鍵
を
握
る
遺
跡
と

し
て
、
い
よ
い
よ
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。

遺
跡
内
の
開
発
に
つ
い
て

遺
跡
内
で
、
土
地
の
現
状
に
変

更
を
与
え
る
開
発
行
為
に
は
、
届

け
出
と
調
査
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
市
文
化
課
ま
で
。

(
写
真
提
供
県
文
化
課
)
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災害に備えて

3申弓副巴泡~~0@OOBさ3
ど
ぐ

な
れ

ビ
く

レ
は

テ
に

や
報
を

オ
情
意

ジ
象
注

ラ
気
も

・
で
れ

集中豪雨は、短時間のうちに狭い地域に集中して降る豪

雨です。狭い地域に限られ、突発的に降るため、予測は比

較的困難です。とくに河川の近くや地盤の弱いところでは、

大雨注意報が出たら早めの対策が必要です。万一の事態に

備え、家族で話し合ってみましょう。
-浸水に備えて家財道

具は安全なところへ。

-飲料水や食料を数日

分確保しておく。

-危険な土地ではいつ
でも避難できる準備体
制を。

安一
同
口
「

の
一
量
一
リ

そ一雨雨
一ごご
、

と
で
の
一了
《0O
 

LL-いいγ

這
則
一
1
i

一彊濯一扇附二
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h卜l

ア宅.''
一
戸同
υ

.一

-外出からは早く帰宅し、
勤務先のご主人などと連絡
をとり、非常時に備える。

-市区町村や防災関係
の広報をよく聞いてお
く。

-停電に備えて懐中電
灯やトランジスタラジ
オの用意を。

雨の降り方

地面に水たま りがで きる。雨の降る音 が
よく聞こえな い。

地面一面に水がたま る。雨音で話 し声が
よく聞こえな い。長雨の時は警戒が必要。

どし ゃ降り 。水が溝か らあふれ、道路上
を川のように流れる。

バ ケツをひっ くりかえ した ような雨。
崖崩れが起こり やすくなる O

10~20 ミリ

20~30 ミリ

災害対策本部(市役所内)

ft 53-4111 ft 52-3883 

夜間は宮53-4124も増設されます。

消防署 ft 52-4138 

防災対策室(消防署内)ft 52-2316 30ミリ以上

地
域
ぐ
る
み
で

防
災
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

災
害
対
策
基
本
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、
平
成

7
年
位
月
8
日
に
施

行
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
新
た
な
防
災
上
の
課
題
へ
の
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
で
は
地
甘
司
、
く
る
み
に
よ
る
万
全
な
防
災
体
制
づ
く
り
の

た
め
に
、
「
自
主
防
災
組
域
つ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

。
地
域
ぐ
る
み
で
万
全
な
防
災
体

制
を

災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
国
・

県
・
市
な
ど
で
は
、
全
力
を
あ
げ

て
消
火
や
救
援
な
ど
の
活
動
を
行

い
ま
す
。
し
か
し
、
道
路
事
情
の

悪
化
な
ど
で
、
自
治
体
や
消
防
機

関
の
機
能
が
十
分
に
発
揮
し
な
い

こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

被
害
の
防
止
ま
た
は
軽
減
を
図

る
た
め
に
は
、
災
害
に
直
面
す
る

住
民
の
自
主
的
な
防
災
活
動
が
不

可
欠
で
す
。
つ
ま
り
、
住
民
自
ら

に
よ
る
出
火
防
止
・
初
期
消
火
・

被
災
者
の
救
出
救
護
な
ど
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
協
力
し
、
助
け

合
え
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま

し
ょ
、
っ
。

。
自
主
防
災
組
織
を
つ
く
り
ま
し

よ
-つ

自
主
防
災
組
織
を
つ
く
る
に
は
、

地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
組
織
を
結

成
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

た
と
え
ば
、
町
内
会
な
ど
を
生

か
し
て
「
自
主
防
災
組
織
」
を
編

成
し
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
備
え

て
、
防
災
訓
練
や
学
習
会
な
ど
の

各
種
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の
防

災
力
を
強
化
し
ま
し
ょ
う
。

災
害
は
自
分
で
守
り
、
ま
た
、

み
ん
な
で
守
ろ
う
と
い
う
姿
勢
に

よ
っ
て
、
災
害
に
強
い
地
域
が
で

き
あ
が
り
ま
す
。

。
市
・
消
防
署
・
消
防
団
な
ど
と

一
緒
に
な
っ
て
活
動
を

自
主
防
災
組
織
の
活
動
は
、
市
・

、消
防
署
・
消
防
団
の
防
災
活
動
と

密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。

市
や
消
防
署
に
連
絡
し
、
防
災

活
動
に
関
す
る
指
導
を
受
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

大村市総務部防災対策室

合 ⑨2316
大 村消防署

合⑧4138

連絡先
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老人福祉施設

デイサービスセンター

「めぐみ荘」が完成スI力
il\ 1~ 
戸Iヲ

生
き
が
い
づ
く
り
へ
の
貢
献
を
目

指
す
「
め
ぐ
み
荘
」

(
3
/
2
・
中
里
町
)

‘
展
示
・
即
売
で
大
盛
況

(3
/
2
・
市
コ
ミ
セ
ン
)

大
村
生
活
学
校
(
田
中
紀
美
子
代

表
)
は

3
月

2
日
、
市
コ
ミ
セ
ン
で

生
活
展
を
開
き
ま
し
た
。

会
員
の
日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を

発
表
す
る
た
め
に
開
催
し
て
い
る
も

の
で
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
編
物
、

紙
粘
土
、
生
花
、
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー

な
ど
多
彩
な
作
品
が
紹
介
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
衣
類
や
食
器
な
ど
の
日
用

品
、
青
果
な
ど
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
即

売
や
み
そ
汁
の
濃
度
測
定
、
リ
サ
イ

ク
ル
紹
介
コ
ー
ナ
ー
、
七
宝
焼
体
験

コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
り
、
開
場
と
同

時
に
多
く
の
人
を
集
め
、
大
盛
況
で

し
た
。

v子どもたちの声を大切に
(2/25 .市コミセン)

第14回青少年健全育成研究大会子ども会議・

少年の意見発表会が 2月25日、市コミセンで開

かれました。

子ども会議には、)J ¥ .中学生、父母ら計 8人
がパネリストとして登場。 rわたしの白から見

た今の大村市、これからの大村市」をテーマに、

“福祉の町づくりを"大村湾浄化・教育問題など

さまざまな視点から熱い思いや主張を述べまし

た。会場に詰めかけた父母たちも、子どもたち

が大村に託す夢を熱心に聞き入っていました。

平成 8年 4月号広報おおむら

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
め

ぐ
み
荘
」
(
上
野
諦
信
理
事
長
)
が

3
月
1
日
、
中
里
町
に
完
成
し
ま

し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
自
宅
在
住
の

日
歳
以
上
の
虚
弱
老
人
を
対
象
と

し
、
週
に
1
1
2
回
の
割
合
で
お

年
寄
り
を
パ
ス
で
送
迎
、
入
浴
、

給
食
、
休
養
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

大村カトレアコーラス

芸術と音楽の都

ウィーンヘ

高
齢
者
対
策
室

砂日ごろの成果を発表
(3/3.10・中地区公民館)

中地区公民館を定例的に利用するグ

ループ・団体の日ごろの成果を発表す

る「なかちく公民館まつり」が、3月

3日を度切りに3日間行われました。

初日は、大正琴や詩吟、民踊、コー

ラス、健康体操などの舞台発表。どの

団体もすばらしい内容で、会場から盛

んな声援が送られていました。

9・10日の両日は、絵画や写真、書、

工芸品などの展示発表のほか、茶会、

バザーなどがあり、終日 、熱心な市民

でにぎわいました。

4 

4
プ
ロ
の
指
導
で
技
術
向
上
/

(3
/
3
・
市
営
野
球
場
)

野
球
解
説
者
の
田
淵
幸
一
さ
ん

と
野
球
ニ
ュ
ー
ス
の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
手
塚
一
志
さ
ん
に
よ
る
少
年
野

球
教
室
が
、
大
村
中
央
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
(
辻
義
宣
会
長
)
の
主

催
の
も
と

3
月

3
日
、
市
営
野
球

場
で
あ
り
、
小
・
中
学
生
約

1
8

0
人
が
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

少
年
た
ち
は
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

で
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、
投
球
や
打

撃
を
見
て
も
ら
い
、
た
ち
ま
ち
向

上
す
る
自
分
の
技
に
驚
い
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
前
日
は

2
人
に
よ

る
野
球
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

hv
軽
ス
ポ
ー
ツ
で
さ
わ
や
か
な
汗

(2
/
お
・
市
民
体
育
館
)

健
濠
づ
く
り
と
地
域
安
流
を
目
的
と
し
た
「
お

お
む
ら
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が

2
月
白
日
、
市
民

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
天
気
で
、
屋
内
競
技
の

イ
ン
デ
ィ
ア
力
と
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
あ
り
、

犯
チ
ー
ム

2
5
0人
が
参
加
。
各
チ
ー
ム
と
も
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
、
会
場
は
熱
気
と
歓

声
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
は

3
月

3
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

(3/10・ロザ・モタ広場)

大自然の中で、健康づくりとふれあいの場を作

ろうと「市民オリ工ンテーリング大会」が3月10
目、野岳湖周辺をコースに開かれました。

大会には、家族づれや仲間同士など42組 150人

が参加。ロザ・モタ広場をスター卜・ゴール地点と

して、地図を片手に楽しく語らいながらポイント

を探し 、春の自然を満喫していました。

企春の自然を満喫

甲
斐
田
市
長
に
出
演
の
あ
い
さ
つ

を
す
る
田
川
会
長
(
前
列
の
右
)

(
3
/
4
・
市
役
所
)

オーストリアは、今年建国 1.000

年を迎えます。これを記念して「チ

ャリティー・フェステイノくル」カ宝 4

月 1・2日、音楽の都ウィーンで聞

かれます。

このフェステイパルに、大村カト

レアコーラス(田川久仁子会長)の皆

さんが出j寅することになりました。

この公演では「荒城の月」や「沖

縄民謡」など 5曲を披露。着物姿の

舞台演出も予定されています。

- 8 

大
村
公
園
な
ど

公
園
利
用
の
皆
様
へ
お
願
い
/

、

こ
れ
か
ら
野
も
山
も
す
べ
て
春

景
色
と
な
り
、
花
の
ま
ち
大
村
も

桜
・
花
し
よ
う
ぶ
・
つ
つ
じ
・
あ

じ
さ
い
な
ど
が
咲
く
季
節
と
な
り

ま
す
。
春
光
う
ら
ら
か
な
日
、
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

来
園
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

そ
の
際
、
必
ず
次
の
事
を
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

①
公
園
内
で
飲
食
し
た
後
の
片
付

け
、
ゴ
ミ
な
ど
は
必
ず
持
ち
帰
っ

て
く
だ
さ
い
。

②
原
則
と
し
て
公
園
内
で
の
火
器

の
使
用
を
禁
止
し
ま
す
。

③
公
園
内
の
花
木
な
ど
を
折
っ
た

り
持
ち
帰
っ
た
り
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

④
花
見
の
際
、
場
所
取
り
な
ど
原

則
と
し
て
禁
止
し
ま
す
。

⑤
な
お
、
会
社
・
ク
ラ
ブ
な
ど
団

体
に
よ
る
利
用
の
際
は
、
許
可
申

請
書
を
市
都
市
計
画
課
公
園
緑
地

係
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
公
園
で
す
。
い
つ
も

き
れ
い
で
清
々
し
い
気
持
ち
で
利

用
で
き
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

一
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
/

市
民
交
通
傷
害
保
険
受
付
中

1
口
年
額
4
8
0
円、

1
人

2
口
ま
で
加
入

で
き
ま
す
。

一

市
役
所
(
総
務
課
)
ま
た
は
、
各
出
張
所

娃}

金

申
込
窓
口

‘ 
f. 

膏

田植え賃金などが決まりました

作 業 男IJ 単位 標準賃金

田 檀 (手作業) 1日当たり 5，000円
(男女共食事関係なし)

田 植 (機械) 10a当たり 5，000円""'6，500円

田の耕起 ぐ子 6，000円""'7，000円

資耕料 田植代かき 'l 4，500円""'5，500円

畑の耕起 づシ 4，000円""'5，000円

バインダー づシ 4，000円""'6，000円
麦刈

コンパイン チ 6，000円""'8，000円

農業委員会では、春の農作業標準賃金を上表のよう

に決定しました。なお、この表は標準ですので、立地

条件などにより多少の違いはあります。

問い合わせ 農業委員会

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

1
4月
6
B
j
旬
日

l

(
運
動
の
重
点
)

1
、
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
の
防
止

2
、
シ

l
卜
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

3
、
交
通
信
号
の
遵
守

4
、
違
法
駐
車
の
締
め
出
し

マ
イ
カ
ー
自
粛
運
動

l
4
月
6
B
j
5
月
6
B
I

公
共
交
通
機
関
の
ご
利
用
を
/

通
勤
、
通
学
は
マ
イ
カ
ー
を
利

用
せ
ず
、
パ
ス
・
電
車
・
鉄
道
な

ど
の
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

期
間
中
は
、
観
光
地
な
ど
で
交
通

渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
お
出
か

け
の
際
は
、
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
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長
崎
県
に
新
幹
線
を

ー
早
期
実
現
に
向
け
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

1

=放置自転車・バイクのない街をめざして=

大村市駐輪場(市立図書館横)完成

九
州
新
幹
線
長
崎
ル

1
ト
を
実

現
さ
せ
よ
う
と
「
長
崎
新
幹
線
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
(
長
崎
新
幹
線
建
設

期
成
会
主
催
)
が
2
月
幻
日
、
大

村
市
で
聞
か
れ
、

4
5
0
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

同
ル
l
ト
は
、
全
国
で

7
区
間

あ
る
未
着
工
の
整
備
新
幹
線
の

1

つ
で
す
が
、
財
源
や
負
担
割
合
、

着
工
順
位
な
ど
の
見
直
し
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
民
の
総
意
を
結
集

し
、
強
力
な
運
動
を
推
進
し
よ
う

と
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
聞
か
れ
た

も
の
で
す
。

柴
田
長
崎
空
港
ピ
ル
副
社
長
が
、

「
高
速
交
通
機
関
と
地
域
の
振
興
」

と
題
し
て
講
演
。
「
大
村
市
は
、
ア

ジ
ア
の
玄
関
と
し
て
新
幹
線
と
長

崎
空
港
を
生
か
す
方
法
を
考
え
る

べ
き
だ
」
と
問
題
提
起
を
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ

シ
ョ
ン
に
は
、
甲
斐
田
市
長
、
奥

村
大
村
商
工
会
議
所
会
頭
・
田
中

J
R
九
州
副
社
長
・
杉
田
日
本
経

大村駅周辺の景観を損ない、歩行者と車の通行を妨

害していた放置自転車・バイクを解消するため、改修

工事を行っていた大村市駐輪場が、このたび完成しま

した O

新しい駐輪場は、機器を設置することにより自転車

を上下 2段に収納し、自転車 620台・バイク62台が駐

輪できます。

従来どおり無料ですが、機器を設置していますので、

通路に置いたり、完全に収納しなかった場合は、ほか

の駐輪される皆さんにご迷惑をかけることになります。

注意事項や駐輪方法を厳守していただき、迷惑駐輪

しないよう心掛けてください。

なお、仮設駐輪場(旧大村警察署跡地)は 3月末日

で閉鎖します。 問い合わせ 総務課交通防犯係

3月22日オープンしました

済
新
聞
社
常
務
・
福
本
長
崎
県
企

画
部
次
長
の
5
人
が
出
席
。
建
設

促
進
へ
向
け
、
建
設
後
の
経
済
波

及
効
果
な
ど
を
討
議
し
ま
し
た
。

甲
斐
田
市
長
は
、
「
西
日
本
を

カ
バ
ー
す
る
交
通
網
を
整
備
し
、

人
的
交
流
を
行
い
な
が
ら
、
市
の

発
展
を
め
ざ
し
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

平
成
8
年
度
中
に
策
定
さ
れ
る

基
本
ス
キ
l
ム
に
お
い
て
、
長
崎

新
幹
線
の
優
先
着
工
が
明
確
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
口

そ
の
た
め
、
県
民

一
丸
と
な

っ

て
長
崎
新
幹
線
の
優
先
着
工
が
で

き
る
よ
う
強
力
な
運
動
を
展
開
し

ま
し
ょ
う
。

大
村
ボ
i
ト
大
型
映
像
装
置
ネ
ー
ミ
ン
グ

ハU

「ド
ラ
ゴ
ン
・
ア
イ
」
に
決
ま
る
/

'映
像大
でキす
よ ボ
り 1
エト
キで
サは
イ
テ迫
イ力
ンあ
グる

な
レ

I
ス
を
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
に

提
供
す
る
た
め
、
大
型
映
像
装
置

(
7
5
8
イ
ン
チ
)
を
設
置
し
ま
し

た
。こ

の
ほ
ど
、
こ
の
装
置
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
を
募
集
し
た
結
果
、

3
6

4
点
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結

果
、
採
用
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

。
採
用
作
品

井
上
隼
人
さ
ん
(
富
の
原
1
丁
目

.
時
歳
)

※
多
数
の
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

(
競
艇
事
業
部
)

「じいい

h
，
h
u
一
町
リ
汀
凶

甲
斐
田
市
長
か
ら
記
念
品
が
井
上

さ
ん
同
へ
贈
ら
れ
ま
し
た

(
3
/
9
・
大
村
ボ
ー
ト
場
)

奨
学
基
金
へ

多
額
の
浄
財
寄
付

奨
学
基
金
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と

甲
斐
田
市
長
へ
多
額
の
浄
財
を
寄

付
す
る
榎
本
久
昭
工
場
長

(
3
/
4
・
市
役
所
)

コマツ電子金属(械長崎工場(榎本久昭工

場長)は 3月4日市役所を訪れ、同工場の

操業10周年の節目に地元へ感謝の意を表し

たいとして、奨学基金へ 300万円を寄付さ

れました。

ありがとうございました。

医療機器整備へ

多額の浄財を寄付

田中助役へ市立病院の医療機器整備
として寄付する富永千代子さん

富永千代子さん(古

町 1丁目)は 2月14日

市役所を訪れ、亡夫・

寛さんの香典返しとし

て、市立病院の医療機

器整備へ 100万円を寄

付されました。 一一「

ありがとうございま

した。



平成 8年 4月号広報おおむら

地籍調査〈謹〉を行います

池田 1T目、坂口町、上諏訪町の一部、
池田 2丁目の一部色一ー

61f 

‘ . 
‘" ‘ ‘" 、亀、、 ‘

t/ \ ，.. f\.~ 肉
、. ‘'、、ミt:'〆'‘.

=平成8年度調査地区位置図=地
籍
調
査
と
は
、
国
土
調
査
法

に
基
づ
き
一
筆
ご
と
の
土
地
に
つ

い
て
、
そ
の
所
有
者
・
地
番
お
よ

び
地
日
を
調
査
し
、
境
界
お
よ
び

地
籍
に
関
す
る
測
量
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
地
図
と
簿
冊
に
ま
と
め

る
も
の
で
、
土
地
に
関
す
る
戸
籍

調
査
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
8
年
度
は
、
つ
ぎ
の
地
区

の
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

調
査
地
区
坂
口
町
、
上
諏
訪
町

の
一
部
、
池
田
1
丁
目
、
池
田
2

丁
目
の

一
部

事
業
説
明
会

4
月

現
地
調
査
期
間

5
月
1
7月、

9
月
1
1
月

※
土
地
所
有
者
に
は
、
事
業
説
明

会
お
よ
び
調
査
日
程
を
事
前
に

通
知
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

く
い
び
ょ
う

地
籍
調
査
の
杭
・
鋲
は
永
久
保
存
で
す

正
確
な
図
面
を
作
る
た
め
に
、

一
筆

一
筆
現
地
調
査
を
行
い
、
詳

し
く
測
量
し
ま
す
。

測
量
の
基
準
と
な
る
コ
ン
ク
リ

ー
ト
杭
・
傘
の
つ
い
た
金
属
鋲
を

打
っ
て
い
ま
す
の
で
、
絶
対
に
抜

い
た
り
動
か
し
た
り
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

な
お
、
土
地
に
打
た
れ
た
筆
界

鋲
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
杭
な
ど
は
、

土
地
所
有
者
に
よ

っ
て
管
理
し
て

く
だ
さ
い
。

も
し
、
工
事
な
ど
の
た
め
支
障

が
あ
る
場
合
は
、
速
や
か
に
市
役

所
地
籍
調
査
室
へ
連
絡
し
、
指
示

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
地
籍
調
査
室
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

選
挙
ミ
ニ
知
識

こ
こ
な
い
運
動
)

「
三
な
い
運
動
」

と
は

政
治
家
は
寄
付
を

『
m
u
§
S
U』

有
権
者
は
寄
付
を

『
怠
③
加
u
h
w』

そ
し
て

『
日
凶
帥

u
m
U向
3
8
m
w』

と
い
う
こ
と
で
す
。

①

政
治
家
が
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し
て
寄
付
を
す
る
こ
と

は
、
「
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る
結
婚
披
露
宴
に
お
け
る
祝

儀
や
、
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る
葬
式
や
通
夜
に
お
け
る
香

典
」
な
ど
を
除
き
、
す
べ
て
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

「
酒
」

の
提
供
も
寄
付
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
政
治
家
以
外
の
者
が
、
政
治
家
名
義
の
寄
付
を
す
る
こ

と
も
罰
則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
後
援
団
体
が
、
花
輪
・
香
典
・
祝
儀
な
ど
を
出
す
と

処
罰
さ
れ
る
な
ど
、
後
援
団
体
が
す
る
寄
付
に
つ
い
て
も
、
厳
し

い
制
限
が
あ
り
ま
す
。

②

政
治
家
に
対
し
て
、
寄
付
を
出
す
よ
う
に
勧
め
た
り
、
要
求
し

た
り
す
る
こ
と
は
、
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
有
権
者
が
、
威
迫
し

で
あ
る
い
は
政
治
家
を
陥
れ
る
目
的
で
寄
付
を
求
め
る
と
処
罰
さ

れ
ま
す
。

た
と
え
ば
、
町
内
会
の
役
員
が
選
挙
区
内
に
い
る
政
治
家
に
対

し
て
の
「
祭
」
の
寄
付
の
勧
誘
・
要
求
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
寄
付
は
現
金
の
提
供
に
限
り
ま
せ
ん
。
花
輪
・
記
念
の
置
物

・
掛
け
時
計
・
ト
ロ
フ
ィ
ー
な
ど
、
多
少
で
も
金
銭
的
価
値
の
あ

る
も
の
を
無
償
で
提
供
す
る
こ
と
は
、
寄
付
に
当
た
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
(
市
役
所
内
)
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。
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平成 8年 4月号

日

間

所

期

時

場

各地で催されるイベントを紹介します~

国の天然記念物オオムラザクラをはじめ、 2.000 

本の桜、 1万本のツツジ、 10万株・ 30万本の花

ショウプが期間中次々と咲き競います。

また、ライトアップにより桜や板敷櫓、城塀

などが美しく映し出され、夜桜見物は一段と風

情があります。

催し物 4月6日佳)、ほら石吹き大会を皮切り

に、 7日(日)には観光協会により多彩な催しが企

画されています。

③
旧
楠
本
正
隆
屋
敷

(
入
場
料
大
人
1
0
0
円
・
小
人
目
円
)

大村市観光協会(宮⑫3605)

~現在花まつり開催中~

三鈴運動会
4月14日(日)、惣原運動場

問い合わせ

⑧ 

--4月・ 5月、

l1J!;の看りしこ

で;いて

⑧福重れんげまつり任予

5月3日(金-祝)-----4巴(土)

午前10時~午後4時

福重弥勤寺地区の水田

(福重小学校から 500m)
.れんげ畑の無料開放

・イチゴ狩り (有料・卸売あり)

・ジャガイモ掘り (即売あり )

.ミ二動物園

・バザーなど

※拍還により地元産米を進呈します。

主催野岳山麓農村活性化協議会

問い合わせ JA大村市 (ft⑪8009)

広報おおむら

主
催

空乞

5月3日(金・祝)-----5日(日・祝)

午前10時~午後4時

ロザ・モタ広場

県下の太鼓団体7チーム (3日)

力ラオケ大会 ( 4日)

アマチュアバンド演奏 ( 5日)

食新茶無料サービス (試飲)

*特産物直売

女うどん-そばコーナー

女花木展示販売など

※かまいり茶の実演があります。

※毎日抽選により地域特産品が当たリます。

主催野岳山麓農村活性化協議会

問い合わせ JA松原 (宮⑮7391)

⑧しゃくなげまつり

催し

⑦野岳新茶まつり

日

間

所

し

期

時

場

催

内場期
容所日

4
月
m
U
B
出
1
5月
6
巴
側

裏
見
の
滝
入
口

し
ゃ
く
な
げ
直
売

(
4月
釘

巳
i
m日
)

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

裏
見
の
滝
観
光
開
発
推
進
委

員
会

- 12-

4月6日出---10日体)
二競艇発祥地記念桜花賞競走=

4月16日ω---21日(日)

=西スポ杯争奪スプリングカップ競走=

4月26日(金)---30日ω
二 4 月第 3節=

5月3日(金・祝)---8自体)

二日刊杯争奪ゴールデンウィーク特選レース=

ボート場内の遊園地が整備されました。ご家族連れでお越しください。

トボ村④大

-電動車いす試乗会

.真珠クイズ

・真珠個数当てクイズなど

※七宝焼体験コーナー、真珠珠イオけなどの実演コーナー、
バザーコーナーもあります。

問い合わせ 大村パールハイム (宮⑬6709)

⑩大村パールハイムまつり
催し4月29日(月・祝)

午前10時~午後4時
大村パールハイム

日

間

所

開
閉
土
寸
回
一
勿

+
t
4
'

円

"
u
F
a
+
L
m

⑨三彩の里
春の陶器まつり

期日 5月2日(木ト6日(即 時間午前9時~午後5時
催し ・第7回手造り陶芸コンクール

・窯出しオークション(5月3・5日午後2時'"'-')
・利用者作品販売 ・長崎三彩販売

・手造り新鮮ふるさと物産市 ※お食事処も
・ゲームコーナーなど あります。

問い合わせ三彩の里
(宮⑮ 8833)



わ
が
ま
ち
自
慢
• 
再
発
見
ノ

県
内
の
特
産
品
の
中
か
ら
優
秀
な
作
品
を
選
ふ
第
m
U
回
長
崎
県
特

産
品
新
作
展
の
審
査
が

2
2日

に
あ
り
、
」
繋
野
」
ん
(
久
原

2
丁
目
)
の
作
っ
た
「
長
崎
牛
」
が
奨
励
賞
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
手
作
り
の
味
を
大
事
に
と
木
工
芸
・
民
芸
品
を
作
り
続

け
る
「
大
村
民
芸
」
の
一
瀬
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

一
瀬
さ
ん
は
、
船
舶
装
備
関
係

の
会
社
で
、
船
室
の
内
装
を
作
る

仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
体
調

を
崩
し
家
具
作
り
に
転
向
。
初
歳

を
越
え
た
の
を
機
に
、
帰
郷
さ
れ

ま
し
た
。

そ
し
て
、
建
築
業
の
傍
ら
や
り

た
い
と
思
っ
て
い
た
木
工
、
民
芸

品
作
り
に
打
ち
込
む
生
活
に
入
ら

れ
た
そ
う
で
す
。

「
東
北
の
こ
け
し
、
大
分
の
竹

製
品
な
ど
、
全
国
各
地
に
は
木
や

竹
で
表
現
さ
れ
る
文
化
が
あ
り
ま

す
が
、
大
村
に
も
そ
ん
な
文
化
が

あ
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
ね
」

と
話
さ
れ
る

一
瀬
さ
ん
は
、
ふ
る

さ
と
に
こ
だ
わ

っ
た
作
品
を
手
作

り
で
作
り
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
村
に
は
、

有
名
な
と
ん
ち
話

の
一
休
さ
ん
の
大
村
版
と
も
い
え

る
「
勘
作
話
」
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
民
芸
品
で
勘
作
話
を
現
代

に
よ
み
が
え
ら
せ
よ
う
と
、

3
種

類
の
人
形
を
作
ら
れ
ま
し
た
。

3
年
が
か
り
の
労
作
で
、
木
や

タ
ケ
ノ
コ
の
皮
な
ど
自
然
の
材
料

大村にちなんだ作品ばかりで、木や竹

ならではのぬくもりが伝わってきます。

を
使
っ
て
、
デ
ザ
イ
ン
に
試
行
錯

誤
を
重
ね
完
成
さ
せ
た
と
の
こ
と

で
す
。

ま
た
、
お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
商
品
「
夢
ご
ま
」

の
製
作
も
手
掛
け
た
り
、
大
村
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
「
こ
ま
」
「
茶
托
」

「
銘
々
皿
」
「
板
敷
櫓
の
貯
金
箱
」

な
ど
、
今
ま
で
に
製
作
さ
れ
た
作

品
は
ど
れ
も
自
然
の
素
材
を
巧
み

に
利
用
し
、
大
村
の
特
色
を
つ
か

ん
だ
も
の
ば
か
り
で
す
。

現
在
「
勘
作
人
形
」
は
、
市
役

所
ロ
ビ
ー
や
図
書
館
、
大
村
郵
便

局
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
5
月
に
「
大
村
特
産
品
」

の
開
発
や
育
成
を
目
指
し
た
第

1
回
「
ふ
る
さ
と
産
品
新
作
展
」

(
大
村
商
工
会
議
所
主
催
)
が
聞
か

れ
ま
す
。
一

瀬
さ
ん
は
出
品
の
た

め
、
夜
遅
く
ま
で
製
作
活
動
に
励

ん
で
い
ま
す
口

問
い
合
わ
せ

3
7
0
8
)
 

大
村
民
芸

(宮
⑭ 製作に励む一瀬諒則さん

-、-'ごぢSIilE11庶-、回，

長寿おめでとうございます

池田ハルさん 103歳

長
寿
を
祝
っ
て
池
田
さ
ん
同
に
花
束

を
贈
る
甲
斐
田
市
長

(
3
/
9
・
慈
恵
荘
)

大
村
川
柳
友
の
会

「貯
金
が
生
き
が
い
」
と
い
う

人
に
は
お
勧
め
い
た
し
ま
せ
ん
。

川
柳
は
軽
快
な
ユ
ー
モ
ア
と
ジ
ョ

ー
ク
を
要
素
と
し
て
、
五
・
七
・

五
調
に
詠
む
人
情
の
文
芸
で
す
。

川
柳
友
の
会
は
、
心
の
底
か
ら

気
持
ち
を
分
か
ち
合
い
、
温
か
く

人
間
関
係
を
育
て
、
人
づ
く
り
、

町
づ
く
り
に
役
立
ち
た
い
と
性
別
・

職
業
・
年
齢
な
ど
を
超
越
し
て
励

ん
で
い
ま
す
。

生
き
が
い
の
生
涯
学
習
と
し
て
、

川
柳
に
取
り
組
ん
で
見
ま
せ
ん
か
。

池田ハルさん(明治26年 3月10日生まれ)が 103

歳を迎えられ、甲斐田市長は前日、入所先の慈恵荘

(東大村 2丁目)を訪れました。

池田さんは、日や耳が多少衰えておられますが、

自分で車いすを利用して移動され、体調のょいとき

にはレクリエーションにも参加されるほど元気 です。

甲斐田市長は「これからもお元気で、長生きしてく

ださい」と花束を贈り、長寿 を祝いました。

現在、市内の 100歳以上の長寿者は 5人、そのう

ち 103歳到達者は 2人です。
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毎
月
第
2
土
曜
の
午
後
コ
ミ
セ

ン
で
の
学
習
の
外
に
、
県
下
各
地

の
大
会
に
も
出
か
け
、
新
聞
や
柳

誌
に
も
投
句
し
て
交
流
の
輪
を
広

げ
、
多
く
の
出
会
い
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

句
作
り
は
一
人
で
も
よ
し
、
多

勢
で
も
よ
し
、
寝
て
よ
し
歩
い
て

も
よ
し
、
小
さ
な
メ
モ
帳
と
鉛
筆

さ
え
あ
れ
ば
退
屈
は
し
ま
せ
ん
。

一
度
の
ぞ
い
て
見
て
く
だ
さ
い
。

空
け
て
待
つ
句
座
へ
あ
な
た
も

ぜ
ひ
ど
-
つ
ぞ

定
例
日
毎
月
第
2
土
曜
日
、
午

後
1
時
1
5時

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

会

費

月

額

3
0
0
円

連
絡
先
指
方
(
宮
⑪

2
6
3
4
)



⑮ 

⑧ 

4 

⑨ 

⑧ 

Q
U
国
民
年
金
保
険
料
室
わ
り
ま
す

-
定
額
保
険
料

・
付
加
保
険
料

一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
老
後

に
備
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切

で
す
が
、
個
人
の
力
に
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
み
ん
な
が
お
互

い
に
協
力
し
助
け
合
う
制
度
で
す
。

み
ん
な
が
豊
か
な
老
後
を
迎
え
ら

れ
る
よ
う
、
保
険
料
の
納
付
に
つ

い
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

保
険
料
を
前
納
す
る

と
割
引
が
あ
り
ま
す

平成 8年 4月号

平
成
8
年
度
か
ら
は
、
一
年
分

ま
と
め
て
前
納
で
き
る
ほ
か
に
、

半
年
分
ず
つ

2
回
に
分
け
て
前
納

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

毎
月
納
め
に
行
く
手
数
も
は
ぶ

け
、
前
納
割
引
も
あ
り
ま
す
。

定
額
保
険
料
の
場
合

。
毎
月
納
付

1
4
7
、
6
0
0
円

(
1
2
、
3
0
0
円
×
ロ
か
月
)

。
-
年
前
納

1
4
4
、
0
4
0
円

広報おおむら

1 1 
2 2 

7 3 
o 0 
o 0 
円円

(
割
引
額
は
3
、
5
6
0
円
)

。
半
年
前
納

7
2
、
9
8
0
円

(
割
引
額
は
8
2
0
円
)

前
納
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

4

月
中
旬
に
お
送
り
す
る
納
付
書
の

2
枚
目
(
一
年
前
納
用
)
、

3
枚

目
(
半
年
前
納
上
半
期
用
)
、

4

枚
目
(
半
年
前
納
下
半
期
用
)
を

利
用
し
て
納
期
限
ま
で
に
納
付
し

て
く
だ
さ
い
口

詳
し
く
は
、
納
付
書
に
同
封
の

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

前
納
や
口
座
振
替
で

国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
な
ど

ぺ
ア
で
宿
泊
ご
招
待
グ

平
成
7
年
度
か
ら
国
民
年
金
の

保
険
料
を
前
納
制
度
か
口
座
振
替

を
利
用
し
て
完
納
し
た
人
の
中
か

ら
抽
選
で
、
県
内
の
社
会
保
険
福

祉
施
設
に
ベ
ア
で
宿
泊
招
待
し
ま

す
。
ま
た
、
抽
選
に
も
れ
た
人
の

中
か
ら
施
設
内
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
の

利
用
券
が
当
た
り
ま
す
。

f 
対
象
者
口
座
振
替
か
前
納
で
保

険
料
を
完
納
し
た
人
(
平
成
7
年

度
に
口
座
か
前
納
で
完
納
し
た
人

も
対
象
と
な
り
ま
す
)

招
待
者
数
・
宿
泊
券
:
・
:
ベ
ア

で
口
組
(
幻
人
)
・
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
利
用
券
・
・
:
:
初
人

(
諌
早
社
保
管
内
当
選
者
数
)

申
込
方
法
年
金
係
に
備
え
つ
け

の
用
紙
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
お
よ
び
抽
選
毎
年
度

6
月
か
ら
翌
年
5
月
ま
で
に
申
し

込
み
が
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、

6
月
に
県
国
民
年
金
課
で
抽
選
し
、

直
接
当
選
者
に
通
知
し
ま
す
口

平
成
7
年
度
分
の
対
象
者
は
5

月
中
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ご
招
待
す
る
施
設

。
宿
泊
ご
招
待

・
国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
く
ち

の
つ

・
長
崎
厚
生
年
金
会
館

・
サ
ン
ピ
ア
佐
世
保

。
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
利
用
券

-
ヘ
ル
シ
l
パ
ル
い
さ
は
や

-
佐
世
保
社
会
保
険
健
康
セ
ン
タ

第 9回大村市国民年金写真

コンテスト大村市議会議長賞

「小さな応援」楠本邦博さん

(須田ノ木町)の作品

ー
ベ
ア
l
レ
佐
世
保

問
い
合
わ
せ
県
国
民
年
金
課

(
宮

0
9
5
8
⑧
3
1
3
5
)
、
市

保
険
年
金
課
年
金
係

老
齢
福
祉
年
金
受
給

者
の
み
な
さ
ん
へ

4
月
期
の
年
金
は
4
月
日
日
側

か
ら
郵
便
局
で
受
給
で
き
ま
す
。

年
金
を
受
け
取
ら
れ
た
ら
す
ぐ
に

年
金
証
書
(
緑
色
の
手
帳
)
を
送

付
し
て
い
ま
す
返
信
用
封
筒
で
年

金
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
さ
れ
た
証
書
に
8
月
期
分

の
年
金
額
を
記
入
し
、

8
月
上
旬

に
送
付
し
ま
す
。

提
出
さ
れ
な
い
場
合
、

8
月
期

以
降
の
年
金
が
受
給
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間

4
月
日
日
嗣
1
初
日

ω
 

※
平
成
7
年
8
月
か
ら
8
年
7
月

ま
で
支
給
停
止
に
な
っ
て
い
る

人
は
、

8
月
の
定
時
届
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

~~らは郵便聞き〉便利な口座振替のご利用をノ

4
口
座
娠
筈
で
き
る
公
金

下 下 保 市 国 国 軽 固 f固
取

水
水 E円K 

t邑主A 民 民 人
扱えり道 白 ，疋-'-. 

戸ムι三 道 所
住 年 健 の

益 屯~・ 金 康 動 資 市
金公のる者 使 保

使 保 保 県
負

用 育 車 産

担 用 険 険 民
種類

豆丹乙、¥ 手ヰ 手ヰ キ斗 料 手見 税 税 税

事井

水道業務課「

福 建 保 税

合問いわ担課当お険
タ 地 。 祉 築 年 づ' イ〉 手， 務

金
せびよ

課 課 課 課 課

公金の納付については、市民の皆さんが少し

でも便利なように口座振替の利用をお願いして

いますが、 4月から、右に挙げる公金の口座振

替が郵便局でもできる ようになりました。 どう

ぞご利用く ださい。

ただし、郵便局では納付書での払い込みはで

きませんので、 くれぐれもご注意ください。

なお、口座振替の申し込みをされる人は、平

成 8年度の納付書、振替希望預貯金通帳、通帳

使用印をご持参のうえ、ご希望の金融機関(納

付書に記載の金融機関および郵便局)の窓口で

加入手続きをお願いします。



年

1
岡
は
健
康
診
断
の
習
慣
を

自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
と
、
健
康
で
あ

る
こ
と
と
は
、
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

成
人
病
の
特
徴
は
、
深
く
静
か
に
進
行

す
る
こ
と
で
す
。
成
人
病
予
防
の
た
め
に

は
、
少
な
く
と
も
毎
年
1
回
、

医
療
機

関
で
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。。

総
合
健
康
診
査

対
象
者
羽
歳
以
上
の
人

(職
場
な
ど
で

受
診
で
き
る
人
を
除
き
ま
す
)

内
容
基
本
健
康
診
査
(
問
診
、
血
圧
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
肝
機
能
、
腎
機
能
、

心
電
図
な
ど
て
胃
が
ん
検
診
、
肺
が
ん

検
診
、
大
腸
が
ん
検
診

負
担
金

1
、
0
0
0
円
(老
人
医
療
受
給

者
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
、
生
活
保
護
者
、

利
用
券
提
出
者
は
無
料
)

。
婦
人
が
ん
検
診

対
象
者
初
歳
以
上
の
女
性
(
職
場
な
ど

で
受
診
で
き
る
人
を
除
き
ま
す
)

内
容

子
宮
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診

負
担
金

子
宮
が
ん

:
i、
0
0
0
円
(
体

ポ
リ
オ
(
小
児
マ
ヒ
)
生
ワ
ク
チ
ン
の

投
与
を
行
い
ま
す

該
当
す
る
乳
幼
児

・
生
後
3
か
月
1
卯
か
月
未
満
の
初
回
投

与
を
受
け
て
い
な
い
乳
幼
児

-
2
回
目
投
与
を
受
け
て
い
な
い

ωか
月

未
満
の
乳
幼
児

料

金

無

料

受
け
ら
れ
な
い
乳
幼
児

・
熱
の
あ
る
乳
幼
児

-
急
性
疾
患
に
か
か

っ
て
い
る
乳
幼
児

-
予
防
接
種
に
よ
っ
て
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
l

(強
い
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
)
を
起
こ

し
た
こ
と
の
あ
る
乳
幼
児

-
下
痢
を
し
て
い
る
乳
幼
児

-
生
ワ
ク
チ
ン

(
麻
し
ん
な
ど
)
接
種
後

4
週
間
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
(
三
種
混
合

な
ど
)
接
種
後
1
週
間
を
経
過
し
て
い
な

い
乳
幼
児

※
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん
(
ひ
き
つ
け
)

が
ん
は
プ
ラ
ス

7
0
0
円
)
、
乳
が
ん
・
:

4
0
0
円
(
老
人
医
療
受
給
者
、
市
民
税

非
課
税
世
帯
、
生
活
保
護
者
、
利
用
券
提

出
者
は
無
料
)

。
実
施
医
療
機
関

〈
総
合
健
康
め伊
査
〉

お
お
つ
か
内
科
医
院
、
岡
内
科
医
院
、

川
本
内
科
医
院
、
琴
尾
医
院
、
近
藤
医
院
、

さ
く
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
津
田
胃
腸
科
内
科

医
院
、
早
田
内
科
医
院
、
田
崎
医
院
、
寺

井
医
院
、
と
も
な
が
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

中
国
外
科
胃
腸
科
、
中
村
医
院
、
長
崎
医

院
、
長
野
病
院
、
野
口
内
科
こ
ど
も
医
院
、

原
医
院
、
フ
ジ
イ
胃
腸
科
ク
リ
ニ

ッ
ク、

牧
山
医
院
、
松
井
医
院
、
南
野
ク
リ
ニ
ッ

ク
、
南
野
内
科
消
化
器
科
医
院
、
山
下
外

科
医
院
、
与
那
城
医
院
、
吉
田
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク

〈
婦
人
か
ん
検
診
〉

大
村
中
央
産
婦
人
科
、
お
び
産
婦
人
科

医
院
、
後
藤
産
婦
人
科
医
院
、
長
野
病
院
、

を
起
こ
し
た
こ
と
の
あ
る
乳
幼
児
は
、

意

見
書
な
ど
の
主
治
医
の
許
可
が
必
要
で
す
口

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ

-V
 

ポリオ投与実施日程表

接種会場 接種目

中地区公民館
4月2日ω

松原出張所

西大村コミセン

ニ 浦出張所 4月3日側
鈴田出張所

竹松出張所
4月4日(木)

福重 出張所

市コミセン
4月5日{金)

萱瀬 出張所

福
田
産
婦
人
科
医
院
、
桝
本
産
婦
人
科
内

科
医
院

。
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク

対
象
者

ω歳
以
上
の
人
(
職
場
な
ど
で

受
診
で
き
る
人
を
除
き
ま
す
)

内

容

問

診
、
血
圧
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル、

肝
機
能
、
腎
機
能
、
心
電
図
、
腹
部
エ
コ

ー
、
使
潜
血
検
査
、
胃
が
ん
検
診
、
肺
が

ん
検
診

負
担
金

2
万
3
、
0
0
0
円

実

施

場

所
市
立
病
院
申
し
込
み
健
康
増
進
課

午後 2時-3時時間

d肩〉 健康子レホふ
亡二Y サービス
育長崎宮0958-26-5511

月 胃潰霧とピロリ菌|

火 直腸癌-Ill門温存手術|

水 小児の肥満

木 ニキビ

金 歯い科てイ一人ン工プ 歯フ根ンのトおに つ話

土・日 いじめ

種

中

接

施

防予

実

か

咳

ア

風

日
テ
傷

フ

百
ジ
破

合混種三

ししん(は麻

お子様の体調の良いときに受けられるよ

う、年間を通じて無料で実施しています。

詳しくは、 『健康の しおりと国民健康保

険』をご覧ください。

風
し
ん
予
防
接
種
が

個
別
接
種
に
な
り
ま
す

16 -

こ
れ
ま
で
集
団
接
種
と
な

っ
て
い
ま
し

た
が
、
麻
し
ん
・
三
種
混
合
予
防
接
種
と

同
じ
よ
う
に
、
病
院
で
4
月
1
日
か
ら
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

該
当
す
る
人

-
生
後
ロ
か
月
1ω
か
月
未
満
の
人
(
た

だ
し
、
小
学
生
を
除
き
ま
す
)

料

金

無

料

接
種
方
法

・
個
別
接
種
で
す
。
体
調
の
よ
い
日
に
直

接
、
指
定
の
医
院
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、

『健
康
の
し
お
り
と
国
民

健
康
保
険
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

予防接種についての質問を受け付けます
予防接種ホットライン

予防接種に関する正しい知識の普及と予防接種の適正な

情報を提供するために、質問を受け付けています。

どうぞご利用ください。

電話番号 045-671-1858 
相談日時毎週月~金曜日、午前 9時30分~午後4時

(正午から午後 1時まで休み)

(財)日本検疫衛生協会内

横浜市中区山下町 産業貿易センターピル 3F
設置場所



お
母
さ
ん
と

赤
ち
ゃ
ん
の

栄
養
補
給
は
十
分
で
す
か

お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
栄
養
強
化
の

た
め
、
栄
養
食
品
を
援
助
し
ま
す
。

対
象
・
生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世

帯
・
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
・
所

得
税
非
課
税
世
帯

受
給
期
間
・
お
母
さ
ん

l
妊
娠
5
か
月

1
産
後
3
か
月

-
赤
ち
ゃ
ん

l
生
後
4
か
月
1
ロ
か
月
で

健
康
診
査
な
ど
の
結
果
、
医
師
に
よ
り
栄

養
強
化
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ

た
乳
児

持
っ
て
く
る
も
の

帳問
い
合
わ
せ

印
鑑
、
母
子
健
康
手

健
康
増
進
課

重
度
心
身
障
害
児

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

平成 8年 4月号

支
給
対
象
者
・

5
月
5
日
現
在
、
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
、
次

に
該
当
す
る
重
度
心
身
障
害
児
と
同
居
し

て
介
護
し
て
い
る
保
護
者

-
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
の
交
付
を

受
け
て
い
る
障
害
児

-
児
童
相
談
所
ま
た
は
精
神
薄
弱
者
更
生

相
談
所
が
判
定
し
た
内
・
ん
“
の
障
害
児

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
1
級
の
認
定
を
受

け
て
い
る
障
害
児

見
舞
金
額

1
0
、0
0
0
円

申
込
期
間

4
月
5
日
幽
1
お
日
制

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の
身
体
障
害
者

広報おおむら

食 品

U仁口I お 母 さ ん 赤ちゃん

日 牛乳またはママミルク 粉ミルク

数 1日 ※ 

1本 2~3缶 / 月
1缶 / 月

量

担額負 無料 若干、個人負担があります

るれ支給さ手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
、
保
護
者
名
義
の

預
金
通
帳
(
郵
便
局
以
外
の
も
の
)
、
印

鑑
ほ
か

申
請
・
問
い
合
わ
せ

互いd-

福
祉
課
児
童
家
庭

身
体
障
害
者
の
自
動
車

操
作
訓
練
を
行
い
ま
す

身
体
障
害
者
の
自
立
更
生
と
社
会
活
動

の
促
進
を
図
る
た
め
、
自
動
車
の
操
作
訓

練
を
行
い
ま
す
。

対
象
者
身
体
障
害
者
手
帳
1
1
4
級
の

交
付
を
受
け
て
い
る

ω歳
未
満
の
人

訓
練
予
定
人
員
缶
入

申
込
期
限

4
月
初
日
例

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

係

※種類によって遣いがあります。

耳
と
こ
と
ば
の
相
談

福
祉
課
福
祉

耳
の
聴
こ
え
が
悪
く
て
お
困
り
の
人
、

お
子
様
の
こ
と
ば
の
発
達
で
お
困
り
の
人
、

専
門
の
先
生
方
が
相
談
に
応
じ
ま
す
口

日
時
毎
月
第
3
土
曜
日
、
午
後
1
時
1

3
時

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー

費

用

無

料

問
い
合
わ
せ

わ
/

で

養

育

が

困

難

な

場

合

)

一
へ
問
J

家

庭

養

育

支

援

・
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
(
夕
暮
養
護
)

一

二

府

一
セ
ン
タ
ー
利
用
の
ご
案
内

父
子
家
庭
な
ど
で
、
仕
事
な
ど
の
帰
宅
が

一

一

d
¥

:

夜
間
と
な
る
場
合

一

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
・
学
童
保
育
(
こ
ぐ
ま
ク
ラ
ブ
)

一

一
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

共
働
き
家
庭
で
、
小
学
校
低
学
年
の
子
ど

一

一
・
デ
イ
ケ
ア
l

(昼
間

保

育

)

も

の

鍵

っ
子
支
援

一
保
護
者
の
急
病
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
保
育
※
セ
ン
タ
ー
内
の
施
設
も
会
議
、
学
習
会
、

一

一
に

困

ら

れ

る

場

合

趣

味

の

集

い

な

ど

に

利

用

で

き

ま

す

。

一

一
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
(
短
期
入
所
)
問
い
合
わ
せ
大
村
子
供
の
家
家
庭
養
育

一

一
保
護
者
が
突
然
の
入
院
、
長
期
出
張
な
ど
支
援
セ
ン
タ
ー
(
宮
⑮

8
3
1
9
)

)

福
祉
課
福
祉
係

資料提供:(1剛エイズ予防財団

ーその4-エイズこれだけl志知っマお手たし、
(4回シリーズ)
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犬の登録・狂犬病予防注射実施日程表

犬の
日

9:30~12:00 

13:00~14:00 

14:20~15:20 

所

役

木場公民館(旭が丘コミセン)

場

所

施実

市

間時月

登録と狂犬病予防注射

4月8日目)

平
成
8
年
度
の
集
合
登
録
と
注

射
を
、
別
表
の
日
程
で
実
施
い
た

し
ま
す
。
今
回
登
録
の
対
象
と
な

る
犬
は
、
生
後
卯
日
を
経
過
し
、

平
成
7
年
度
の
登
録
(
金
色
の
鑑

札
)
が
済
ん
で
い
な
い
犬
に
な
り

ま
す
。
注
射
に
つ
い
て
は
、
従
来

ど
お
り
毎
年
1
回
で
す
。

登
録
手
数
料

3
、
0
0
0
円

注
射
料
金

2
、
3
0
0
円

注
射
済
票
交
付
手
数
料

5
3
0

円合
計

5
、8
3
0
円

※
当
日
は
、
受
け
付
け
が
混
雑
し

ま
す
の
で
、
つ
り
銭
が
い
ら
な

い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

手
続
き
方
法

平
成
7
年
度
(
金
色
の
鑑
札
)
の

登
録
が
済
ん
で
い
る
犬
の
場
合

今村公民館

溝陸公民館
三浦出張所

西部公民館

釜川内公民館
陰平下公民館
鈴 田 出 張 所

9:30~ 9:45 
9:55~10:25 

10:40~ l1 :00 
l1 : 1O~ l1 : 25 
l1 :40~ l1 :50 
13:20~14:10 

14:30~ 15: 20 

4月 9日ω

上久原公民館
椎 池 公 民 館
松尾公民館
水計公民館
中地区公民館(松並 1丁目)

9:30~10:10 

10:25~10:40 

l1 :OO~ l1 :10 
l1 : 30~ l1 : 50 
13:30~15:30 

4月10日制

O
注
射
受
付
で
申
請
を
す
る
(
大

村
保
健
所
か
ら
送
付
さ
れ
た
ハ
ガ

キ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
)
。

O
獣
医
師
か
ら
注
射
を
打
っ
て
も

ら、っ。

確
定
申
告
が
間
違
っ
て
い
た
と
き
は
・
:

ら O の o 0 の初
う獣交注新 場 め
。医付射規 合 て
師 手 受 登
か 続 付 録 登
らをで受 録
注す、付 と
射 る 手 で 注
を。数申 射
打料請 を
つとを す
て鑑す る
も札る 犬

000  

金での額 き税 翌 を告はこ税 税
自額に仕に修 額 年 更 記 し 、 と 額 更 額
主を申方修正 を の生入た更がに正 を
的記告は正申 少 確のし金正で訂の 多
に 入 し 、 し 告 な 定請て額のき正請 く
修 し た 修 て を く 申求提と請ます求 申
正て金正くし 申 告が出訂求するを 告
申提額申だて 告 期でし正書。こし し
告出と告さ、 し 限きま後に更とて て
をし修書い正 て まるすのす正を、 い
しま 正に O し い で の O 金での求正 た
たす後、修い た で は 額に請めし と
と 。のす正金 と す 、 と申求るい き

寿古公民館
福 重 出 張 所
立福寺バス停
宮小路公民館
富の原 1丁目児童体育館
富の原 2丁目公民館

9:30~10:00 

10:15~10:55 

l1 : 1O~ l1 : 30 
13:20--13:50 
14: 1O~14:55 

15 : 20~ 16 : 00 

4月l1日(柑

館

所
長
健

一
日
保
ク

佐
村

赤
大

微 神 堂 広 場
上諏訪公民館
池田公民館
西大村コミセン

植松公民館

9:30~10:30 

l1 :OO~ 12 :00 
13 :OO~ 15 :30 

9:30~ 9:50 
10:20~10:50 

l1 : 10~ l1 : 50 
13: 20~ 14: 20 
14:40~ 15 :40 

4月12日制

4月15日(月)

竹松出張所

大村農業改良普及所
堺 町 公 民 館
桜馬場 1丁目公民館

9:30~12:00 

13:20~13:50 

14: 15~ 14: 35 
15:00~15:40 

4月16日ω

野岳湖バス停

東光寺公民館
松 原 出 張 所
武留路公民館
黒丸公民館
松山町公民館

9:30~10:30 

10:45~ l1 :00 
l1 :15~ l1 :50 

13 :20~ 13 :40 
14:05~14:35 

14:55~15:20 

4月17日制

き
は
、
過
少
申
告
加
算
税
は
か
か

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
延
滞
税
は

か
か
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
早

く
申
告
と
納
税
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

壁
疋
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

た
だ
ち
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。
自
主
的
に
期
限
後
申
告
を
し

た
と
き
に
は
、
無
申
告
加
算
税
は

軽
減
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
延
滞

税
は
軽
減
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
な

る
べ
く
早
く
申
告
と
納
税
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
諌
早
税
務
署
(
宮

⑫
1
3
7
0
)
ま
で
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

黒木バス停

萱瀬ダム建設記念会館
久良原公民館
萱瀬出張所

南川内公民館
菅無田集落センター

農協萱瀬支所

10:00~10:15 

10:25~10:40 

10: 50~ l1 :05 
l1 : 20~ l1 : 50 
13:20~13:30 

14:00~14:25 

14:40~15:20 

4月18日(梢

市役 所

大村保健所

9:30~12:00 

13:20~15:00 
4月19日陰)

電
話
お
願
い
手
帳

18 

な
ど
を
寄
贈

3
月
3
日
の
耳
の
日
に
ち
な
ん

で、

N
T
T
大
村
営
業
所
(
坂
田

一
子
所
長
)
は
、
「
電
話
お
願
い

手
帳
」
な
ど
を
市
に
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
手
帳
は
、
耳
や
こ
と
ば
の

不
自
由
な
人
が
外
出
先
で
緊
急
な

連
絡
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
な
ど

に
、
近
く
の
人
に
電
話
連
絡
を
お

願
い
す
る
の
に
役
立
つ
も
の
で
す
。

甲
斐
田
市
長
は
、
「
こ
れ
は
身

障
者
の
方
に
と
っ
て
非
常
に
あ
り

が
た
い
手
帳
で
す
」
と
お
礼
を
述

べ
ま
し
た
。

贈
呈
品
目
電
話
お
願
い
手
帳
、

ふ
れ
あ
い
速
達
使
、
電
話
お
願
い

メ
モ

甲
斐
田
市
長
に
寄
贈
す
る

N
T
T

大
村
営
業
所
の
坂
田
所
長

(
3
/
1
・
市
役
所
)



決OO~を守§句illJ~f)匂

平成 8年 4月号広報おおむら

大村湾は昔から憩いの場として、また漁場として市民

に親しまれてきました。しかし 、閉鎖性海域のため海水

の斐換が極めて悪く、今とても汚れています。

大村湾の汚れの原因の約60%は、私たちが毎日流して

いる生活排水です。市では、下水道や合併処理浄化槽な

ど、汚水処理施設の整備を行う一方、パンフレッ卜など

による生活排水対策の普及活動を推進しています。

では、実際に市民の皆さんがどのような生活排水対策

を行っているのか、昨年11月に実施した「台所対策アン

ケー卜」の結果をお知らせします。

'‘、，台所対策アンケート結果'‘、，

ι 

.今回のアンケートは、市内全世帯を対象に実施しました 0

・回収率…60.2%
・回答者の性別・年齢…やはり女性が83.3%と圧倒的に多

く、年代別では10~20歳代を除き各年代ともほぼ均等で
した O

質
問
別
の
結
果
に
つ
い
て

my一
一
家
庭
排
水
に
対
し
て
日
ご
ろ
か

ら
心
掛
け
て
い
ま
す
か

心掛けていない 3%②
使
用
済
み
の
食
用
油
は
、
ど
の

よ
う
に
処
理
し
て
い
ま
す
か

そのまま流している
その他 6%
土に返
している

③
流
し
台
に
三
角
コ
ー
ナ
ー
や
ス

ト
レ
ー
ナ
ー
を
つ
け
て
い
ま
す
か

つけていない 6%

④
三
角
コ
ー
ナ
ー
や
ス
ト
レ
ー
ナ

ー
に
、
ゴ
ミ
を
回
収
す
る
袋
な
ど

を
と
り
つ
け
て
い
ま
す
か

つけていない

⑤
食
器
や
ナ
べ
な
ど
に
つ
い
た
油

類
を
紙
な
ど
で
拭
い
て
か
ら
洗
っ

て
い
ま
す
か

⑥
味
噌
汁
な
ど
の
残
り
汁
や
飲
み

物
の
残
り
を
、
台
所
か
ら
流
さ
な

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か

av
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
こ
れ

ま
で
市
が
取
り
組
ん
で
き
た
台
所

対
策
に
つ
い
て
、
ど
の
く
ら
い
市

民
の
皆
さ
ん
が
理
解
し
、
ま
た
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
台
所
排
水

対
策
に
つ
い
て
、
再
度
考
え
て
も

ら
う
た
め
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

-
質
問
に
答
え
て

ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
、
味
噌
汁

の
残
り
汁
な
ど
を
流
し
台
か
ら
流

さ
な
い
方
法
に
つ
い
て
、
た
く
さ

ん
の
方
々
か
ら
ご
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

い
ま
考
え
ら
れ
る
方
法
と
し
て

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
食
品
は
必
要
量
を
調
理
す
る
。

ま
ず
、

一
番
肝
心
な
こ
と
は
調

結
果
に
つ
い
て
、
グ
ラ
フ
で
も

明
ら
か
な
よ
う
に
、
実
施
状
況
は

非
常
に
良
好
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
生
活
排
水
に
対
す
る
意
識
の
高

さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

理
の
と
き
に
余
分
に
作
り
過
ぎ
な

い
こ
と
。

安
本
っ
た
煮
汁
の
使
い
回
し
な
ど

の
工
夫
を
す
る
。

③
λ
示
っ
た
お
酒
は
料
理
に
利
用
す

る
。

④
米
の
と
ぎ
汁
は
栄
養
価
が
高
い

の
で
、
流
し
に
捨
て
な
い
で
植
木

な
ど
の
散
水
に
利
用
す
る
。

大
村
湾
を
守
る
の
は
あ
な
た
の
家
庭
か
ら

ー

今
後
の
市
の
取
り
組
み

1

今
後
も
、
公
共
下
水
道
や
合
併

処
理
浄
化
槽
な
ど
、
汚
水
処
理
施

設
を
計
画
的
に
整
備
し
、
ま
た
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
市
政
だ
よ
り
、

地
域
学
習
会
な
ど
を
通
じ
て
台
所

排
水
対
策
を
全
家
庭
で
実
践
し
て

も
ら
え
る
よ
う
広
報
し
て
い
き
ま

す
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
大
村
湾
を

守
る
た
め
に
で
き
る
だ
け
き
れ
い

な
水
を
流
す
よ
う
に
心
掛
け
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
す
る
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
環
境
保
全
課
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/一一¥視覚障害者の方に朗報
/ムが?ノ ~公文書点字文書ft
¥ー/ 事業を実施~

県の事務の一部が市に委譲されます

一地域に密着した行政を-

視覚障害者だけの世帯では、納イオ書などの通知書が届

いても読み取ることができず、大変不便でありました。

情では、平成8年度から視覚障害者の方に対する市から

の通知書などを点字化し、その通知書などと点字文を同

封して障害者の方に送げする公文書点字文書化事業を実

施します。この事業は、障害者自身の知る権利の保嘩と個

人のプライバシーの保護を図ることを目的としています。

-対象者

視覚障害者のみの世帯またはこれに準ずる世帯で、点

字文書の送付を希望する人。

制度の充実を図るために
人権擁護委員を膚員

-点字化する公文書

.市県民税(普通徴収)納税通知書

.固定資産税納税通知書

・国民健康保険納税通知書

.水道料金

・下水道料金

・福祉医療受給者更新通知

・上記納入通知書の督促状、催告状

.そのほか(選挙の入場券など)

福祉課福祉係問い合わせ

行政における国と地方公共団体の役割分担を見直そう

と、平成 7年5月に地方分権推進法が成立しました。同

年6月に、市町村と長崎県で地方分権推進協議会を設置。

検討した結果、平成 8年4月1日より次の項目が県の事

務から市の事務になります。

①商品量目に係わる立入検査(窓口=商工部)

⑧鳥獣捕獲許可(飼養目的に限ります)・飼養の許可

(窓口=環境保全課)

③心障・精薄相談員の委嘱および解嘱(窓口=福祉課)

④心身障害施設地域療育事業の短期入所措置および登録

(窓口=福祉課)

⑤療育手帳の再交付(窓口=福祉課)

⑥漁港法に基づく漁港施設の利用の認可

(窓口=農林水産課)

⑦特用林・自家用林の指定(窓口=農林水産課)

⑧民有林における緊急伐採に係る届出

(窓口二農林水産課)

⑨病害虫駆除等のための他人の土地への立入

(窓口=農林水産課)

⑩都市計画施設・市街地開発事業区域内に関する許可等

(窓口=都市計画課)

⑪都市計画事業認可後の建築等の制限

(窓口=都市計画課)

なお、 ①②⑦⑧⑨の項目については、受付などが県の

出先機関から市の窓口へ移りますのでご注意ください。

他の項目については、今まで、県で、事務処理を行ってい

ましたが、 8年度から市限りで事務処理できるようにな

ります。 戸、J

長崎地方法務局大村支局長江口氏
から委嘱状を交付される内野詰里
さん(左 (3/7・市役所)

最
近
の
人
権
擁
護
制
度
を
取
り
巻
く

情
勢
は
、
学
校
で
の
い
じ
め
、
女
性
差

別
問
題
、
高
齢
者
を
巡
る
問
題
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
侵
害
な
ど
深
刻
化
し
て
お
り
、

人
権
擁
護
委
員
の
対
応
も
複
雑
困
難
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
委
員
の
業
務
を

積
極
的
に
展
開
し
、
法
務
局
や
裁
判
所

と
の
連
携
を
取
り
、
誰
も
が
住
み
よ
く
、

〆、ー'

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

期
間
と
納
期
を
愛
更
し
ま
す

平
成
8
年
度
の
固
定
資
産
課
税
台
帳

の
縦
覧
と
納
期
は
次
の
と
お
り
で
す
。

嗣
閣
閉
4
月
1
日
?

官

側

場
所
H
H
税

務

課

時

間

1
午
前
8
時
初

分
i
午
後
5
時
日
分
※
土
・
日
曜
日

を
除
く
※
本
人
以
外
の
人
が
縦
覧
す

る
場
合
は
、
委
任
状
ま
た
は
承
諾
書
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
同

閉

・

ー

明
る
い
日
常
生
活
を
送
れ
る
よ
う
人
権

擁
護
委
員
が
、

1
人
増
員
さ
れ
ま
し
た
。

隣
人
問
題
や
い
じ
め
な
ど
で
お
悩
み

の
人
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い

0

0
人
権
擁
護
委
員

(
敬
称
略
)

・
内
野
融
E
(新
任
)
(
武
部
町
)

(
宮
⑬
0
6
1
5
)

・
石
橋
正
夫
久
原
1
丁
目

(
宮
⑬
6
0
9
4
)

・
錦
戸
貞
子
木
場
1
丁
目

(
宮
⑬
0
1
9
7
)

・
奇
本
康
子
杭
出
津
2
丁
目

(
宮
⑬
3
2
7
5
)

・

山

口

清

玖

島

2
丁
目

(
宮
⑬
4
4
3
3
)

※
市
役
所
で
の
定
例
相
談
は
、
毎
月
第

1
木
曜
日
、
午
前
日
時
j
午
後
3
時

ま
で
で
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

- 20一

期

1
5月
日
日
側

l
M
U
日
働

・
2
期

以
降
の
納
期
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
問

い
合
わ
せ
H
H
税
務
課
固
定
資
産
税
係

中
小
企
業
緊
急
無
担
保
資

金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

県
は
、
過
去
に
経
済
環
境
の
変
化
に

よ
り
売
上
減
少
な
ど
の
影
響
を
受
け
、

現
在
は
既
に
業
況
が
回
復
し
な
が
ら
、

担
保
が
不
足
し
資
金
調
達
が
困
難
な
中

小
企
業
者
の
皆
様
の
金
融
支
援
を
目
的

に
「
中
小
企
業
緊
急
無
担
保
資
金
」
を

設
け
ま
し
た
。
融
資
対
象
者
、
融
資
条

件
な
ど
詳
し
く
は
長
崎
県
経
営
指
導
課

(
宮

0
9
5
8
⑫
2
9
0
9
)
ま
で
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。



危
験
物
取
扱
書
試
験

試
験
の
種
類

1
甲
種
、
乙
種
(
全
類
)
、

丙

種

試

験

日

時

1
6月
日
日
側
、
午

前
日
時
願
書
受
付
期
間

1
4月
8
日

側

l
m
w
日
幽
※
願
書
は
大
村
消
防
署

に
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
大

村
消
防
署
(
宮
⑫

4
1
3
8
)
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

中
地
区
公
民
館
図
書
室

図
書
室
に
は
、
児
童
図
書
や
絵
本
・

一
般
書
が
あ
り
、
小
学

1
年
生
か
ら
利

用
で
き
ま
す
。
登
録
に
は
印
鑑
が
必
要

で
す
。

貸
出
期
間

1
1
回
2
週
間
以

内

貸

出

冊

数

1
1
回
3
冊

ま

で

問

い
合
わ
せ

l
中
地
区
公
民
館
(
宮
⑬

1

3
7
6
)
 

大
村
駅
前
郵
便
局
が
移
転

平成 8年 4月号

現
在
の
局
舎
か
ら
九
州
電
力
側
前
の

新
局
舎
(
新
築
)
に
移
転
し
ま
す
。

移
転
先

l
東
三
城
町
4
番
幻
(
宮
⑬

8

5
2
0
従
来
ど
お
り
で
す
)

広報おおむら

探しています

ふるさとのアルバム
・・古い写真の情報を

大村市では、幕末・明治から戦後に

かけての大村を写した写真をさがして

います。古い写真を お持ちの入は、教

育委員会までぜひご連絡ください口

なお、貴重な写真 は複製の上、責任

をもってお返しします。

連絡先文化課 本町2丁目商庖街・昭和10年ごろ

情
ミ
リ
映
画
・
ビ
デ
オ
教

材
を
新
し
く
購
入

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、
新

た
に
凶
ミ
リ
映
画
フ
ィ
ル
ム

7
本
、
ビ

デ
オ
日
本
を
購
入
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、

学
校
・
老
人
会
・
子
ど
も
会
活
動
な
ど

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
口
※
時
ミ
リ
フ
ィ

ル
ム
を
借
り
る
に
は
認
定
証
が
必
要
で

す
。
問
い
合
わ
せ

1
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

(
宮
⑪
3
1
6
1
)

'
gノ
胃

a'4
月
は
「
土
地
月
間
」
で
す

平
成

8
年
地
価
公
示
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
地
価
公
示
は
、
都
市
計
画
区
域

内
で
標
準
的
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る

土
地
に
つ
い
て
、
そ
の
適
正
な
土
地
価

格
を
公
表
し
、
土
地
を
売
買
す
る
際
の

目
安
に
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
市
役

所
、
各
出
張
所
お
よ
び
図
書
館
で
だ
れ

で
も
簡
単
に
閲
覧
で
き
ま
す
。
詳
し
い

こ
と
は
、
長
崎
県
水
資
源
土
地
政
策
課

(宮

0
9
5
8
⑫

1
1
1
1
)
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

包
m
w
m
刈
同
申
百一統一一
ι

取り」
⑭
お
姐
豊
百

。
燃
や
せ
る
ご
み

(
可
燃
物
)

4
月

m日
細
か
ら

5
月

6
日
側
ま
で

の
間
の
日
曜
日
、
祝
祭
日
の
「
ご
み
収

集
」
は
休
み
ま
す
の
で
、
減
量
化
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

。
燃
や
せ
な
い
ご
み

(
不
燃
物
)

日
割
表
ど
お
り
の
収
集
と
な
り
ま
す
。

。
し
尿
汲
取
り

「
ご
み
収
集
」
と
同
様
の
休
み
と
な
り

ま
す
。

※
連
休
中
に
、
家
庭
か
ら
出
た
「
ご
み
」

で
お
困
り
の
場
合
は
、
直
接
清
掃
セ

ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
大
量
の
ご
み
・
粗
大
ご
み
を
は
じ
め
、

商
庖
・
事
業
所
か
ら
の
持
ち
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
清
掃
セ
ン
タ
ー
(
宮
⑭

3
1
0
0
)
 

「
ご
み
袋
」
を
透
明
袋
に
切
り
替
え
ま
し
ょ
う

平
成

7
年

9
月
か
ら
、
ご
み
袋
の
透
明
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
黒
袋

で
は
、
中
身
が
容
易
に
見
え
な
い
た
め
、
不
審
ご
み
袋
は
開
封
し
て
中
身
を
確
か

め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
収
集
に
時
間
が
か
か
り
非
能
率
的
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
焼
却
施
設
、
破
砕
機
施
設
の
故
障
の
原
因
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
透
明
な
ご
み
袋
は
、
内
容
物
が
外
観
か
ら
良
く
見
え
る
た
め
、

燃
や
せ
る
ご
み
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
、
資
源
ご
み
な
ど
の
混
入
の
発
見
が
容
易
に

な
り
、
ま
た
、
収
集
時
の
事
故
防
止
な
ど
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
早
い

時
期
に
「
透
明
な
ご
み
袋
」
に
切
り
替
え
て
く
だ
さ
い
。

新着図書のζ案内

(一般書)

ボスニア内戦

に巻き込まれた

日本人女性が、

脱出して日本に

帰国するまでの

記録。

三つの祖国(上坂冬子著)/ 小説出

雲王朝挽歌(三枝和子著)/ ジェラシ

ー(藤水名子著)/ あなたがいなくな

った後の東京物語(村上龍著)/ 陛下

(久世光彦著) / 幸福御礼(林真理子

著)/ ~吾輩は猫である」殺人事件(奥

泉光著)/ 闘将福島正則(高橋和島著)

このほかにもたくさんの新着図書を

用意しています。 どうぞご利用くださ
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市立図書館(宮⑫2457)

図書館から

し、。

問い合わせ

「
は
る
か
戦
火
を
逃
れ
て
」

中
屋
敷
郁
子
著



お
り
が
み
で
あ
そ
ぼ
う

お
り
が
み
で
季
節
の
行
事
を
折
っ
て

遊
び
ま
す
。
参
加
料
は
無
料
。
だ
れ
で

も
自
由
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
1

4
月
幻
日
出
、
午
後
1
時
初
分

1

3
時
初
分
場
所
H
H
中
地
区
公
民
館

内
容

1
「
母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
問

い
合
わ
せ

1
中
地
区
公
民
館
(
宮
⑬

1

3
7
6
)
 

邦
楽

4
人
の
会

九
州
地
方
特
別
演
奏
会

日
時
1

5
月
ロ
日
日
、
午
後
2
時
開
演

場
所
H
H
市

民

会

館

入

場

料
l

1
、
5

0
0
円
(
当
日

2
、
0
0
0
円
)
発
亮

所
H
H
エ
ム
ズ
モ
リ
タ
ケ
、
大
村
浜
屋
プ

レ
イ
ガ
イ
ド
、
原
田
楽
器
庖
、
長
崎
書

庖
、
市
音
楽
団
体
協
議
会
加
盟
国
体

問
い
合
わ
せ
H
H
市
音
楽
団
体
協
議
会

(
宮
⑬
3
1
6
1
)

日
本
育
英
会
高
等
学
校
奨
学
生

資
格

l
高
校
全
学
年

・
中
学
3
年
生

(
予
約
奨
学
生
)
奨
学
金
月
額

1
0公

立
1
1
1
2
年
生
:
・
1
万
4
千
円
、

3

年
生
:
・
1
万
3
千
円
。
私
立
l
1
1

2
年
生
・
:
2
万
6
千
円
、

3
年
生
・
:
2

万
5
千
円
申
込
先

l
在
学
す
る
高
校

・
中
学
校
の
ク
ラ
ス
担
任
へ
締
め
切

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

東諏訪 1 3 K 16.400 

1種 二 城 2 3DK 25.200 

池田 1 3DK 15.500 

岩 舟 1 2 K 3.300 

常盤 1 3 K 13.500 
2種

原 口 2 3DK 20.500 

池田 2 2 K 7.800~8.400 

市営住宅入居者

2種の岩舟住宅は単身世帯入居可能住宅です。

申込期限 4月10日制

抽選日 4月19日制、午前10時30分~

入居日 5月 1日側

申し込み・問い合わせ

り

1
各
学
校
で
随
時
決
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

1
日
本
育
英
会
長
崎
県
支

部
(
宮
0
9
5
8
⑫
0
6
6
6
・
県
庁
内
)

平
成

8
年
度

「
九
州
青
年
の
船
」
団
員

中
国
と
韓
国
の
実
情
参
観
や
両
国
青

年
と
の
交
流
に
よ
り
友
好
親
善
に
努
め

る
と
と
も
に
、
船
内
生
活
を
と
も
に
し
な

が
ら
、
九
州
青
年
の
連
帯
を
深
め
ま
す
。

な
お
、
船
を
利
用
し
た
「
九
州
青
年

の
船
」
は
今
回
が
最
後
に
な
り
ま
す
。

実
施
日
1

8
月
お
日
制
1
9
月
5
日
側
、

ロ
日
間
訪
問
先
H
H
中
華
人
民
共
和
国

(
北
京
、
天
津
)
、
大
韓
民
国
(
ソ
ウ
ル
)

応
募
資
格

l
満
初
歳
か
ら
却
歳
ま
で
の

日
本
人
男
女
経
費

1
参
加
費
7
万
3

千
円
、
ほ
か
に
渡
航
手
続
き
費
、
事
前

.
事
後
研
修
費
な
ど
4
万
円
程
度
必
要

で
す
。

募
集
期
限
1

5
月
日
日
側

問
い
合
わ
せ

1
市
コ
ミ
セ
ン
(
宮
⑬
3

1
6
1
)
 

平
成

8
年
度
海
外
体
験
航
海

第
ゆ
ロ

B
S
G

「
少
年
の
船
」
参
加
者

日
程
l

7
月
詑
日
開
l
m
日

開

東

京

晴
海
|
(
船
)
|
サ
イ
パ
ン
|
(
船
)

|
グ
ア
ム
|
(
飛
行
機
)
|
成
田
空
港

i とどけやさしさ WithYou 

l ケア・ワーカー養成講座受講生 i 

市内在住の身体に障害のある人々や高齢者

の人々の生活支援(買物・掃除・簡単な介助)

を有償で行うケア・ワーカーの養成講座を聞

きます。

講座は、介護の基礎・マッサージの方法・

日赤家庭介護技術などどなたでも楽しく学べ

ます口年 1回だけの講座ですので、ぜひご参

加ください。

日時 4月11日から(毎週木曜日・全 8回)

午前10時から午後 3時まで

場所福祉センター

申込方法 電話またはハガキにて、大村市社

会福祉協議会(西三城町 8 ft⑬ 1 3 5 1) 

まで申し込んでください。

建築課住宅係

参
加
対
象

l
中
学
生
お
よ
び
高
校
生
の

男
女
参
加
費
H
H
U
万
8
千

円

募

集

人
員
1

2
人
(
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

締
め
切
り
1

4
月
日
日
制
申
し
込
み

.
問
い
合
わ
せ

l
大
村
海
洋
ク
ラ
ブ

(
側
長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会

内
宮
②
6
1
9
4
)

22 -

第 6回大村市消防団
ポンプ操法大会成績

・ポンプ車の部

優勝=第12分団

準優勝=第 1分団

第3位=第13分団

・小型ポンプの部

優勝=第12分団

準優勝=第11分団

第3位=第 8分団

。
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a春

ラ歪
ル出
スピ'
"-'" 'T 

ス
大
.0. 
Z玄

開
催
日

1

・4月
比
日
目
・
:
男
女
B

-
4
月
幻
日
制
・
:
男
女
A

※
荒
天
時

は
4
月
お
日
制

場
所

l
市
営
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
参
加
資
格

l
市
内
在
住
者
・

市
内
勤
務
者
参
加
料
1

1
組

2
、
5

0
0
円
(
協
会
員
外
1
組

3
、
0
0
0

円
)
申
込
期
限
1

4
月
5
日
幽

申

し
込
み
H
H
市
テ
ニ
ス
協
会
・
広
瀧
(
杭

出
津
2
丁
目
6
9
6
1
1
)
参
加
料
を

必
ず
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。



ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

対
象

1
小
学

4
1
6年
生

日

時

1
4

月
か
ら
平
成
9
年
3
月
ま
で
(
第
2
・

4
土
曜
日
)
、
午
前
日
時
か
ら
正
午
ま

で

場

所

1
市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
会

費

1
月
3
0
0
円
程
度
(
保
険
料
お
よ

び
ボ
l
ル
代
)
締
め
切
り

1
4
月
日

日
嗣
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

1
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課

少
女
サ
ッ
カ
ー
教
室

対
象

l
小
学
3
年
生

1
中

学

生

期

間

1
4
月
幻
日

1
6月
お
日
、
毎
週
日
曜

日
(
全
日
回
)
時
間

1
午
後
2
時
か
ら

4
時
初
分
ま
で
場
所

1
市
サ
ッ
カ
ー

場
(
浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
内
)
受
講
料

H
H
4
0
0
円
(
保
険
料
含
む
)
締
め
切

り
1
4
月
日
日
制
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ

l
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

多
良
岳
県
立
公
園

黒
木
登
山
口
の
山
開
き

日
時

1
4
月
幻
日
側
、
午
前
9
時
か
ら

(
午
前
8
時
日
分

1
安
全
祈
願
祭
)
場

所

l
県
営
パ
ス
黒
木
終
点
前
広
場
対

象

l
県
民
一
般
・
自
由
参
加
者
問
い

合
わ
せ

1
大
村
山
岳
会
(
宮
⑬

1
8
5

4
・
池
野
)

、
ご
友
吋
叶
川

三
ー
パ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
好
意

。
香
典
返
し

平成 8年 4月号

社
会
福
祉
基
金
へ

V
大
串
好
博
(
武
部
町
)
3
万
円

V
山
村
秀
秋
(
東
大
村
2
丁
目
)
5
万

円V
杉
谷
マ
ス
ヱ
(
松
原
1
丁
目
)
2
万

円V
千
原
茂
(
中
岳
町
)
叩
万
円

V
吉
村
末
慶
(
大
川
田
町
)
3
万
円

V
山
田
ヒ
サ
(
重
井
田
町
)
2
万
円

広報おおむら

(
敬
称
略
)

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
鶴
丸
教
子
(
東
野
岳
町
)
叩
万
円

V
石
丸
愛
子
(
松
並
2
丁
目
)
日
万
円

V
朝
長
勝
利
(
黒
木
町
)
却
万
円

V
坂
本
良
子
(
宮
小
路
3
丁
目
)
初
万

円大
村
市
医
師
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
へ

V
仁
位
ト
ミ
子
(
諏
訪
1
丁
目
)

円V
大
串
好
博

1
万

(
武
部
町
)

7
万
円

東
大
村
小
学
校
へ

V
山
村
秀
秋
(
東
大
村
2
丁
目
)

ピ
日
万
円
相
当

ア

レ

。
一
般
寄
付

社
会
福
祉
基
金
へ

V

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ

l
ト
末
吉
岩
松
駅
前

厄
(
庖
頭
募
金

)
1
1
万
4
千
2
7
3
円

V
大
村
発
電
所
分
会
青
年
部
(
も
ち
売

り
上
げ

)
1
5万
回
円

V
古
川
文
雄
(
大
村
市
出
身
)
初
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
本
経
寺

l
m万
円

V
城
島
ナ
ヲ
(
桜
馬
場
1
丁
目
)
3
千
円

V
九
州
電
力
側
大
村
営
業
所

l
ド
イ
ツ

ス
。
ス
ラ
ン

文
化
基
金
へ

V
本
経
寺
寒
行
団

l
m万
円

三
浦
幼
稚
園
へ

V
三
浦
幼
稚
園
P
T
A
l
保
育
備
品
目

万
円
相
当

清
和
園
へ

V

み
つ
る
グ
ル
ー
プ

l
お
し
ぼ
り

V
玖
島
中
学
校
2
年
生
(
瀬
崎
・
石
橋
・

溝
口
)
リ
ふ
れ
あ
い
慰
問

V
親
奉
会
(
末
永
辰
夫
・
中
島
松
一
・

松
尾
謙

)
1
理
容
奉
仕

V
久
原
養
護
学
校

l
交
流
会
慰
問

慈
恵
荘
へ

V
今
川
和
子
(
杭
出
津
1
丁
目
)
3
万

円
・
紙
オ
ム
ツ
・
尿
パ
ッ
ト

V
川
野
弘
次
(
高
来
町
)
叩
万
円

V
永
尾
房
枝
(
鬼
橋
町
)
・
田
中
猛
(
松

山
町
)
・
永
田
邦
弘
(
松
原
1
丁
目
)
タ

オ
ル
・
石
ケ
ン
な
ど

V

原
口
と
も
子
(
野
岳
町
)
レ
l
ス
テ

ー
ブ
ル
ク
ロ
ス

V
九
州
電
力
側
大
村
営
業
所

l
ド
イ
ツ

ス
ズ
ラ
ン

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ

1
お
し
ぼ
り

V
永
淵
屋

1
紅
白
ま
ん
じ
ゅ
う

V
赤
木
信
雄
(
富
の
原
1
丁
目
)
作
業

奉
仕

V
石
場
輝
(
多
良
見
町
)
手
芸
教
室
指

導V
楠
啓
二
(
西
大
村
本
町
)
理
容
奉
仕

V
前
回
洪
一
(
岩
松
町
)
介
護
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

V
黒
田
喜
寿
(
乾
馬
場
町
)
言
葉
の
リ

ハ
ビ
リ

泉
の
里
へ

V
高
見
美
恵
子
(
荒
瀬
町
)
石
ケ
ン

V
吉
野
政
成
(
池
田

1
丁
目
)
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

V
今
川
和
子
(
杭
出
津
1
丁
目
)
3
万

円
・
お
む
つ

V
丸
商
企
画

l
車
い
す
ベ
ル
ト

V

み
つ
る
グ
ル
ー
プ

l
お
し
ぼ
り

V
大
村
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

1
3万

円
・
施
設
研
修

V
塩
塚
勝
(
古
賀
島
町
)
大
根

V
三
浦
保
育
園

1
慰
問
・
石
ケ
ン

・
テ

ィ
ッ
シ
ュ

V
大
村
高
校
1
年
生

1
見
学
・
実
習

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)

1
万
円

V
鎮
西
学
院
高
等
学
校
生
徒
会
H
H
3
万

円V
ポ
イ
ン
ト

5
1お
菓
子

V
琴
花
園

l
門
松

V
ア
ト
ム
ボ
l
イ

l
寿
司
招
待

大
村
パ
ー
ル
ハ
イ
ム
へ

V
九
州
電
力
側
大
村
営
業
所

1
ド
イ
ツ

ス
、
ス
ラ
ン

う
ぐ
い
す
の
丘
へ

V
野
口
ハ
ツ
(
東
大
村
1
丁
目
)
童
謡
・

唱
歌
・
読
み
聞
か
せ
交
流

V
竹
踊
会

1
1万
円
・
ヤ
ク
ル
ト
・
民

踊
交
流
・
花

V
山
内
昇
(
鬼
橋
町
)
5
万
円

V
吉
川
幸
江
(
竹
松
本
町
)
さ
つ
ま
い

もV
本
小
路
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

l
懐
メ
ロ

歌
謡
交
流

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ

1
お
し
ぼ
り

三
彩
の
里
へ

V
大
村
地
区
勤
労
者
協
議
会

l
も
ち
米

.
も
ち
つ
き

兵
庫
県
南
部
地
震
災
害

(
阪
神
大
震
災
)

義
援
金
を
被
災
地
へ

(
市
受
位
八
刀
・
敬
称
略
)

・
壱
岐
ふ
る
さ
と
の
会

-
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
お
客
様
・
従
業
員

一
同

義
援
金
総
額

(
3
月
1
日
現
在
)

2
4
、
8
5
5
、
0
7
2
円

お
わ
び
と
訂
正

3
月
号
四
ペ
ー
ジ
、
第
四
回
お
お
む

ら
駅
伝
競
走
大
会
成
績
の
欄
で
、
陸
自

大
村
と
あ
る
の
は
、
陸
自
竹
松
の
間
違

い
で
す
。

お
わ
び
し
て
一
訂
正
し
ま
す
。
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カレジヲー4周
平
成
ワ
年
度
の
市
税
の
納
付
は
も
う
お
済
み
で
す
か
、
納
め
忘
れ
の
人
は
急
い
で
納
付
し
ま
し
ょ
う
。
(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
)

1日 一般健康相談 市役所 13:00~16:00 

16日
幼児教室(おロの健康と食生活) 市コミセン

(用) ⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか ⑧9:30~9:45 ⑮平成5年10月 ~11月生まれ

2日 乳幼児健康相談 (火) ⑮母子健康手帳、問診票、歯ブラシ、タオ
松原出張所 ル、コップ9

(火) ⑧13:30~15 :00 

3日
1?日 妊婦教室(3) 市コミセン 9:30~13:00 

妊婦教室(1) 市コミセン 13:30~16:00 (水) ⑮母子健康手帳、エプロン
(水) ⑮ 母子健康手帳

4日 リハビリ教室「根気の会」 福祉センター
3歳児健康診査 大村保健所
⑧9:15~9:45、 13:00~13:30

(本) 13 :30~ 15 :30 ⑮ リハビリ、 言語訓練 ⑨平成4年10月生まれ(平成4年4月 ~9月生

5日 成人の健康相談 福祉センター 13:30~15:00 18日 まれで、 まだ受けていない人も受診してく
ださい)

(金) ⑧40歳以上 ⑮血圧測定 (本) ⑮母子健康手帳、問診票

ワ日 当番医
リハビリ教室「根気の会」 松並ゲートボール場
13:30~15:30 ⑮野外スポーツ

(日)
(産・内)長野 病 院 束三城町宮⑬1123 定期巡回献血 市役所 9:30~12:00 
(産)福田産婦人科医院古町1丁目 宮⑫6124

ことばの教室 市コミセン 9:30~16:00 
19日 成人の健康相談 福祉センター 13:00~15:00 

8日 (初めての人は、健康増進課まで電話で申し (金) ⑮⑮…5日働と同じ

(月)
込んでください) 20日 耳とことば.の相談 福祉センター
⑮母子健康手帳⑮ことばの発達などが気

(土) 13:00~15:00 
になる幼児

乳幼児健康相談 市コミセン 神経芽細胞腫セ ツ 21日 当番医

9日 (内) 岡内科医院 東三城町宮⑮⑫3000 ⑧ 9 :30~ 11 :00⑮ 4か月児トを渡します (日) (耳) 下山耳鼻咽喉科医院 原口町 宮 0648
(火) 13 : 30~ 15 : 00⑮10か月児 歯歯科科衛指生士による

⑮離乳食教室 導
22日 ことば‘の教室 市コミセン 9:30~16:00 

10日 妊婦教室(2)市コミセン 13 :30~ 16 :00 (月) ⑮⑮…8日〈月)と同じ

(水) ⑮ 母子健康手帳、ズボン
24日 妊婦教室(4) 市コミセン 13 :30~ 16 :00 

1 j嚢6か月児健康診査 (水) ⑮母子健康手帳
市コミセン ⑧ 13 :OO~ 13 :30 

11日 ⑮平成6年9月生まれ (平成6年4月 ~8月生ま 25日 1 i憲6か月児健康診査 市コミセン

(本)
れで、まだ受けていない人も受診してくだ

(木)
⑧ 13 :OO~ 13 :30 

さい) ⑮⑮…11日(柑と同じ
⑮母子健康手帳、問診票、タオル、歯ブラ
シ(親子とも) 28日 当番医

(内)近藤医院 東本町宮⑭1166

14日 当番医 (日) (外・内)牧山医院宮小路2丁目 E⑮ 7831

(日)
(内・呼)ともなが内科クリニック杭出淳2丁目 2⑪⑪5000 
(産)おび産婦人科医院本 町宮 1103 29日 当番医

(月・祝)
(骨・内)津回目腸科内科医院小路口本町 宮⑮⑫1507 

乳幼児健康相談 竹松出張所 (眼)楠木眼科医院 東三城町宮 2711 

15日 健⑧康 9:30~11 :00 ⑮離乳食教室
よろず相談 竹松出張所 13:30~ 15 :30 略号の説明 ⑧ …対象 ⑧ …受け付け ⑮ …内容

(目) ⑮血圧・コレステロール・貧血・肥満などで気 診 療⑮時持ってくるもの
になる人、介護面の相談など ⑮健康手帳 当番医の 間 9:00~18:00

毎
月
1
回

発

行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
(
長
崎
県
大
村
市
玖
島
1
丁
目
お
番
地

雷
附
⑬
4
1
1
1
)

印
刷
所
/
第
一
印
刷
側

編
集
/
秘
書
広
報
課

人口の動き

3月1日現在

ロ計ワ9，734
(+83) 

男 38，314
(+52) 

女 41，420
(+31 ) 

26，401 
(+ 51 ) 

は前月比

人

世帯数

市民相談コーナー(秘書広報課)ですべて無料で行っています。

お気軽にご相談ください。

人権相談 (4日・木 10: OO~ 15 : 00) 

行政相談 (11日・木 9: 30~ 12 : 00) 

法律相談 (17日・水 10: OO~ 15 : 00) 

(法律相談は申し込みが10人になり次第締め切ります)

受通事故栂談 (23日・火 10: OO~ 16 : 00) 

年金相談 (24日・水 10: 00~15 : 00) 

不動産相談 (26日・金 13: 00~16 : 00) 

※受け付けは午前8時30分からです(電話での受け付けはいたしません)。

4
月
の
定
例
相
談
日

24ー

平成7年国勢調査に基づく推計人口

(総務庁統計局から発表された速報に基

づき修正しています)

4月の大村ポートの日程については、 12ページに詳しく掲載しています。
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